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２０２３年秋開業医療ビル
医院⁄クリニック⁄調剤薬局の
新規・移転開業向けテナント

２０２３年６月竣工予定
ＪＲ「高槻駅」徒歩３分「けやき大通り」沿い

テナント募集開始

人気エリア高槻

物件詳細

大阪北摂の人気エリア高槻
好立地、視認性も高く
良好な集患が見込めます。

名称 高槻市新規開業医療ビル計画
事業主（貸主） 世紀エステート株式会社（ホテルクレストいばらき）
所在地 大阪府高槻市上田辺町10 番2号
 （旧 TSKけやき通り駐輪場）
交通 JR 高槻駅南口より徒歩3分　
 阪急電鉄高槻市駅出口 (北側 )より徒歩 6分
 バス停「市役所前」（市営・京阪）より徒歩１分
用途 医療テナント用ビル
規模 地上 6階建
構造 鉄筋コンクリート造
設計 大昭工業株式会社一級建築士事務所
施工 大昭工業株式会社
エレベーター 13人用（1台）
竣工予定 2023 年 6月30日（予定）
募集予定区画 6～8区画
区画面積 20～70 坪
募集階 1～6階
募集科目 内科　外科　整形外科　眼科　耳鼻咽喉科
 皮膚科　形成外科　美容外科　小児科
 産婦人科　泌尿器科　心療内科　歯科
 調剤薬局　他
賃貸借条件等 お問い合わせください

抜群のアクセス
ＪＲ京都線高槻駅徒歩３分
阪急京都線高槻駅徒歩６分
バス通りに面しアクセス抜群。

医療に特化
バリアフリー・電気容量・
１３人用エレベーターなど
医療向け仕様で設計。

お問い合せ先
大阪府茨本市駅前一丁目3番 2号
世紀エステート株式会社（ホテルクレストいばらき）
担当 : 町田
E-maill:machida@seiki-crest.jp
TEL:072-620-2020（ホテルクレストいばらき）
TEL:090-9047-5997（町田）

●松坂屋

高槻センター街

●高槻阪急
　デパート

●大阪医科薬科大学

●大阪医科薬科大学病院
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 令和４年度仁泉会総会　開催報告
P4 　総会挨拶 仁泉会理事長 安藤嗣彦
P5 　総会来賓挨拶 大阪医科薬科大学 理事長　植木 實先生
P11 　総会来賓挨拶 大阪医科薬科大学学長　佐野浩一先生
P14 　総会来賓挨拶 大阪医科薬科大学医学部長　内山和久先生
P18 　総会来賓挨拶 大阪医科薬科大学病院病院長　南 敏明先生
 祝・入 学　令和４年度大阪医科薬科大学入学宣誓式
P23 　学長式辞 大阪医科薬科大学学長 佐野浩一
P25 　祝辞 仁泉会理事長 安藤嗣彦
P26 祝・愛知医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座教授（特任）ご就任！
  内田育恵先生（学39期）
P27 祝・大阪医科薬科大学一般・消化器外科学教室 教授ご就任！ 李 相雄先生（学44期）
P28 受章報告 河﨑建人先生（学部25期）
  古田浩太郎先生（学部14期）
  勘田紘一先生（学部15期）
  上原春男先生（学部21期）
  豊田秀三先生（学部22期）
  西岡昭規先生（学部23期）
P30 上原春男先生（学21期）が旭日双光章を受章されました 寺﨑文生（学31期）
  古林光一（学21期）
  木野昌也（学20期） 　
 学会報告
P31 令和４年度第１９回日本口腔ケア学会総会・学術大会
 令和４年度第２回国際口腔ケア学会総会・学術大会
 特別寄稿
P32 東近江医師会のご紹介 東近江医師会会長　島田 徹（学26期）
P32 あかつき会開催案内
P32 支部長交代のお知らせ
 支部だより
P33 京都仁泉会2022年度総会・学術講演会 森本博子（学24期）
P34 仁泉会大阪府支部連合会令和4年度支部長会開催報告
P35 仁泉会大阪府支部連合会の活動について 仁泉会大阪府支部連合会会長　霜野良一（学28期）
 仁泉ひろば
P36 日本語の語源（３） 西村 保（学4期）
P37 高医16期卒前田義雄先生について　第2回 西野精治（学31期）
P38 新聞切抜　川西昌浩先生（学37期）
P39 まんが第56回 裏紙“ポン太"週一（学31期）
 本部だより
P40 　会員訃報
P41 ＰＡ会総会に安藤理事長が出席されました
P42 東雲出張版 シンジ（医学部4回生 文芸部）
P42 　編集後記
P42 改称に伴う経過措置について
P43 テナント募集
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　新型コロナ感染症の罹患
者は、高止まりの状態の昨
今です。社会活動の制限
は、ほぼ撤廃されてきました
が、外出時のマスクの着用
はかかせません。この様な
状態での総会開催には、
御批判もあるとは存じます
が、一般社団法人組織の
仁泉会である以上、総会の開催は避ける事はできませ
ん。何とぞ御理解の程宜しくお願いいたします。
　本年の総会も感染対策として、Ｚｏｏｍ配信を導入した、
ハイブリッド総会を余儀なくされました。又、毎年、先生
方が楽しみにされていた懇親会も開催できず、断腸の
思いです。心ばかりのお弁当を御用意いたしましたので
お持ち帰り下さい。
　本日の総会開催前に、大阪医科大学１００周年事業
として建設された新館Ａ棟（１２階建て、７月より稼働）
の内覧会が行われました。正式なテープカットセレモニー
は６月でしたが、その前の内覧会、大学当局の御配慮
に厚く御礼申し上げます。新診療棟は、最新のＡＩ技術
を駆使した、検査、診療機器の導入により、診断、治
療が早期に開始されます。又、癌のゲノム医療にも対
応し、１２階の治療室では、高槻の街並みを見ながら、
点滴治療が受けられます。現在稼働中のＢＮＣＴ治療棟

を含め関西でも有数の癌治療の拠点病院となるでしょう。
　又、１階には三島救命救急センターが移転され、三
次の救急医療も開始されます。
　本総会には、大阪医科薬科大学の植木 實理事長、
佐野浩一学長、内山和久医学部長、南 敏明病院長
の講演もございます。
　また、本日の総会では、令和３年度の決算、昨年急
逝をされた監事であった松本恒司先生の後任を決める
役員改選の議案、そして同窓会名の名称変更とそれに
伴う定款改正の議案を提出させていただきました。
この後の総会でお認めをいただけましたら、「大阪医科
大学仁泉会」から「大阪医科薬科大学仁泉会」へと
名称が変更されることになります。
　大阪薬科大学同窓会は既に大阪医科薬科大学薬学
部同窓会へと名称を変更されております。名称変更の
議論は昨年度の総会でも行われ、改称へのご理解はい
ただいておりましたが、１年間理事会で協議を重ね、本
日の総会へ議案提出をさせていただきました。
　ますます発展する母校と共に同窓会である仁泉会も発
展を目指して参りますので、名称が変わりましても、変わ
らぬご支援ご協力のお願いを申し上げまして挨拶とさせ
ていただきます。

令和４年度
仁泉会総会　開催報告

総会挨拶
仁泉会理事長　安藤嗣彦

　令和４年５月２９日（日）母校新講義実習棟Ｐ１０１講義室にて令和４年度仁泉会定期総会が開催されました。

　当日の出席者は８１名（Ｚｏｏｍ参加者含む）で、午後３時より開催されました。総会議長には、霜野良一先生（学２８期）

が選出され、令和３年度の事業報告、令和４年度の事業計画及び収支予算の報告がなされました。総会議案として、令和３年

度収支決算案をはじめ、監事補欠選任の件、仁泉会名称変更と定款改正の件の審議がなされ原案通り可決承認されました。

　当日の安藤理事長のご挨拶とご来賓の植木 實理事長、佐野浩一学長、内山和久医学部長、南 敏明病院長よりご挨拶と母

校の近況報告をいただきましたので掲載させていただきます。

　皆様、ただ今ご紹介を
いただきました植木でござ
います。本日は仁泉会総
会にお招きをいただき、あ
りがとうございます。平素
は皆様には公私共にお世
話になっており、心から感
謝申し上げます。この１年
もコロナ禍の中で過ぎた感
じが致しますが、病院の経営も変わりましたし、仁泉会
の総会も以前のような形ではまだ開催できない状態で、
習慣も含め、社会全体に大きな影響を与えていると思い
ます。
　本日は大学病院新本館Ａ棟を内覧していただきました
が、意外に大きな建物だと感じられたのではないでしょう

　か。まだ全体の約１／２の大きさで、２年半後にはほ
ぼ同じ大きさのＢ棟が隣に建設され、病院新本館全体
が完成します。
　さて、本日は私の他に佐野学長、内山医学部長、
南病院長がお招きに与っており、ご挨拶かたがたそれぞ
れが担っている分野をお話しさせていただきまして、ご
挨拶に代えさせていただきたいと思っております。
　私は、主に法人と大学病院の経営と財政についてお
話しをしたいと思います。まず、法人が所有するキャン
パスの現状【図１】ですが、中央に従来の大学本部のキャ
ンパスと大学病院が、北側には看護学部がある北キャン
パスがあります。５年前に、病院の西側に新たに中央手
術棟が完成しました。その北西にも新しいキャンパス予
定地を取得しており、職員寮も付近にございます。健康
科学クリニックはＪＲ高槻駅ビル内にあり、人間ドックや市
民検診などを行う健診施設となっています。東側には安
満キャンパスがあり、こちらは２年ほど前に購入した約３
千坪の土地で、ここに薬学部の臨床に近い部門を移設
したいと考えております。やはり、３学部同士が近くにな
いと良い交流効果は生まれないと思います。高槻高校
やその南のさわらぎキャンパス、城北キャンパスは従来の
通りで、三島南病院は高槻市の南側の玉川新町に、
薬学部がある阿武山キャンパスは北側の山手にあり、本

総会来賓挨拶

学校法人大阪医科薬科大学
理事長　植木 實先生

学のキャンパスは阪急高槻市駅前を中心に高槻市の南
北に広がっております。高槻市は色々な古墳や遺跡が
あり、市の行政はそれらの保全に力を入れており、昨年
には安満遺跡公園も整備されました。また、高槻現代
劇場も老朽化による建替えのため、高槻城公園の整備
と芸術文化劇場を建設中です。ＪＲ高槻駅前ロータリー周
辺の松坂屋やグリーンプラザのある商業施設も再々開発
によりさらに高層化、機能化される予定です。このように、
本学がある高槻市は非常に活況を帯びておりまして、本
部キャンパスがあるこの一帯は高槻の中心に位置すると
いうことが言えると思います。 
　次に、本法人の組織概要ですが【図２】、大阪医科
薬科大学は医学部、薬学部、看護学部と、それぞれ
の大学院がございます。他には、ＢＮＣＴ共同臨床研究所、
薬用植物園といったものもございます。大学の学生数は
大体３,５００人余りで、付属の高等学校・中学校の生徒
数は約１,５００人、学校法人全体では５,０００人余りとなり
ます。加えて、大学病院と分院の三島南病院、健康科
学クリニック、関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセン
ター、ＬＤセンターなども含めた職員数は約４,０００人に上り、
中規模の企業に匹敵すると思われます。
　次に、大学病院の全建て替え事業ですが、大阪医
科大学の創立１００周年記念事業として行っており、そ

の嚆矢として５年前に中央手術棟を建設致しました。現
在の立地では、まず手術棟を先に建てなければ大学病
院の整備はできないとされたことから、２０室の様々な機
能を持つ手術棟を他に先駆けて建設しました。おそらく
関西では１、２を争う高い機能性を持った施設です。２
階にはＩＣＵがあり、４階と５階には心臓血管外科と呼吸
器外科、消化器外科の病棟があります。この手術棟が
順調に稼働しているおかげで、その後の建替え事業を
進めることができています。
　次に建築したのは、新しいがんの治療施設である関西
ＢＮＣＴ共同医療センターです【図３】。大阪府からの要請
もあり建設されました。世界でもここ高槻と福島県にしか
なく、がん治療の最先端をいくものです。現在までに既に
かなりの進行性頭頸部癌の治療がされており、これから
他臓器のがんへの適用拡大に向けた検討がなされます。
　次に、高槻中学校・高槻高校とは８年前に法人合併し、
校舎の建て替えを含めたキャンパスの全面整備を行いま
した。立派な図書館やディベートのできる中小ホールなど
を設け、他校からの見学が絶えない立派な校舎が出来
上がっております。また、キャンパス全面整備に合わせ、男
子校から共学校に変わり、今年がその完成年度となりま
す。その成果として学力の著しい向上に現れており、特に
来年は難関大学への進学率が高まると期待しております。

　次に、本日、内覧をしていただきました病院新本館Ａ
棟ですが、臨床講堂棟と病院５号館を解体し、その跡
地に建設されました【図４】。その南隣にＢ棟も建設され
ます。最新の免震装置も導入されておりまして、詳細に
ついては後ほど病院長からご説明させていただきます。
また、我々はこれまでなかった中央エネルギー棟を新た
に建設し、電気や冷暖房等のエネルギーを集中管理を
行うこととし、今年２月から既に稼働しています。
　次に、大学病院全建替え事業の全体スケジュールで
すが【図５】、新本館Ａ棟は約２年半を経て完成しました。
Ａ棟への引っ越しが終わり次第、Ｂ棟建設に向けた解体
工事が始まり、２０２５年に竣工予定となっております。Ｂ
棟竣工後は現在の６号館を取り壊し、新管理棟の建設
が始まります。３学部の学生の実習室や講堂なども設け
られ、病院事務部などもこちらへ移動し、大学病院全
体の機能をバックアップできる体制を整えます。すべての
整備が終わりますと、比較的大きな広場が阪急電車側
にできる形になり、将来的にはここにスーパーマーケット
や喫茶店、食堂等を設ける構想です。
　次に大学病院の経営ですが、２０２０年５月に新型コ
ロナウイルス感染症が拡大した頃は患者数が一気に減
少し、非常に驚きました。この先どうなるのか不安に思
いましたが、翌６月には患者数はかなり戻って参りまして、

２０２０年度全体では、ベンチマークには１０％程足りない
形ではありますが、回復致しております。２０２１年度の
ベンチマークは、目標が達成できていない項目がいくつ
かありましたが、収入系における紹介患者数などは、関
連病院や診療所に来られる患者さんが少なかったという
ことが要因ではないかと思っております。支出系の医薬
品支出額、検査試薬額が非常に膨らみましたが、これ
はコロナ検査の影響で補助金が出ましたので、収支に
あまり大きな影響はありませんでした。
　次に、今、本大学病院が力を入れているＤＰＣ医療
機関係数について述べます【図６】。これは手術、検
査あるいはドクターに関わるものを除いた、いわゆる病院
への評価に対する加算であり、一昨年ぐらいから係数
が急上昇し、本院の係数は１,６６５３０と非常に高い数字
です。これからも力を入れていきたいと思っており、今後
三次救急（救命救急センター）が稼働しますと、さらに
係数全体が上昇すると期待されます。
　次は、大学病院の診療収入・経常利益の推移です
【図７】。上のグラフは診療収入の２０２０年度と２０２１年
度の対前年比を示しております。下側に振れている線は
２０２０年度で、新型コロナウイルスの感染が拡大してい
た時です。２０１９年度が順調であった分、対前年比で
非常に悪化したことが際立ちます。下のグラフは経常利

益の年度推移で、２０２０年度はコロナの影響で５月と６
月は下振れしましたが、月を追うごとに徐々に回復してい
ます。その後、２０２１年度は順調に推移し、最終的に
比較的良い決算になっております。
　大学病院の年度別収支差額では、２０１８年度頃は
当地において地震、台風といった大きな天災やケーブル
切断による大停電に見舞われ、非常に落ち込みましたが、
２０１９年度以降は回復しております。
　次は学校法人全体の収支差額の推移です【図８】。
２００９年度あたりまでは非常に収入が低い状態が続いて

おりましたが、病院の経営に力を入れた結果、段 と々改
善をし、今日には新病棟を立てるまでに回復して参りまし
た。２０１４年度には高槻高等学校と、２０１６年度には
大阪薬科大学との法人合併があり、それに加えて、今
年は三島救命救急センターの移譲がございました。この
三つが重なって本学法人は大きく成長しております。
　現在、本学法人は良い経営の下、非常に安定した
状態で法人事業が行われていることを皆様にご報告申し
上げまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はあり
がとうございました。

【図１】

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　皆様、ただ今ご紹介を
いただきました植木でござ
います。本日は仁泉会総
会にお招きをいただき、あ
りがとうございます。平素
は皆様には公私共にお世
話になっており、心から感
謝申し上げます。この１年
もコロナ禍の中で過ぎた感
じが致しますが、病院の経営も変わりましたし、仁泉会
の総会も以前のような形ではまだ開催できない状態で、
習慣も含め、社会全体に大きな影響を与えていると思い
ます。
　本日は大学病院新本館Ａ棟を内覧していただきました
が、意外に大きな建物だと感じられたのではないでしょう

　か。まだ全体の約１／２の大きさで、２年半後にはほ
ぼ同じ大きさのＢ棟が隣に建設され、病院新本館全体
が完成します。
　さて、本日は私の他に佐野学長、内山医学部長、
南病院長がお招きに与っており、ご挨拶かたがたそれぞ
れが担っている分野をお話しさせていただきまして、ご
挨拶に代えさせていただきたいと思っております。
　私は、主に法人と大学病院の経営と財政についてお
話しをしたいと思います。まず、法人が所有するキャン
パスの現状【図１】ですが、中央に従来の大学本部のキャ
ンパスと大学病院が、北側には看護学部がある北キャン
パスがあります。５年前に、病院の西側に新たに中央手
術棟が完成しました。その北西にも新しいキャンパス予
定地を取得しており、職員寮も付近にございます。健康
科学クリニックはＪＲ高槻駅ビル内にあり、人間ドックや市
民検診などを行う健診施設となっています。東側には安
満キャンパスがあり、こちらは２年ほど前に購入した約３
千坪の土地で、ここに薬学部の臨床に近い部門を移設
したいと考えております。やはり、３学部同士が近くにな
いと良い交流効果は生まれないと思います。高槻高校
やその南のさわらぎキャンパス、城北キャンパスは従来の
通りで、三島南病院は高槻市の南側の玉川新町に、
薬学部がある阿武山キャンパスは北側の山手にあり、本

学のキャンパスは阪急高槻市駅前を中心に高槻市の南
北に広がっております。高槻市は色々な古墳や遺跡が
あり、市の行政はそれらの保全に力を入れており、昨年
には安満遺跡公園も整備されました。また、高槻現代
劇場も老朽化による建替えのため、高槻城公園の整備
と芸術文化劇場を建設中です。ＪＲ高槻駅前ロータリー周
辺の松坂屋やグリーンプラザのある商業施設も再々開発
によりさらに高層化、機能化される予定です。このように、
本学がある高槻市は非常に活況を帯びておりまして、本
部キャンパスがあるこの一帯は高槻の中心に位置すると
いうことが言えると思います。 
　次に、本法人の組織概要ですが【図２】、大阪医科
薬科大学は医学部、薬学部、看護学部と、それぞれ
の大学院がございます。他には、ＢＮＣＴ共同臨床研究所、
薬用植物園といったものもございます。大学の学生数は
大体３,５００人余りで、付属の高等学校・中学校の生徒
数は約１,５００人、学校法人全体では５,０００人余りとなり
ます。加えて、大学病院と分院の三島南病院、健康科
学クリニック、関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセン
ター、ＬＤセンターなども含めた職員数は約４,０００人に上り、
中規模の企業に匹敵すると思われます。
　次に、大学病院の全建て替え事業ですが、大阪医
科大学の創立１００周年記念事業として行っており、そ

の嚆矢として５年前に中央手術棟を建設致しました。現
在の立地では、まず手術棟を先に建てなければ大学病
院の整備はできないとされたことから、２０室の様々な機
能を持つ手術棟を他に先駆けて建設しました。おそらく
関西では１、２を争う高い機能性を持った施設です。２
階にはＩＣＵがあり、４階と５階には心臓血管外科と呼吸
器外科、消化器外科の病棟があります。この手術棟が
順調に稼働しているおかげで、その後の建替え事業を
進めることができています。
　次に建築したのは、新しいがんの治療施設である関西
ＢＮＣＴ共同医療センターです【図３】。大阪府からの要請
もあり建設されました。世界でもここ高槻と福島県にしか
なく、がん治療の最先端をいくものです。現在までに既に
かなりの進行性頭頸部癌の治療がされており、これから
他臓器のがんへの適用拡大に向けた検討がなされます。
　次に、高槻中学校・高槻高校とは８年前に法人合併し、
校舎の建て替えを含めたキャンパスの全面整備を行いま
した。立派な図書館やディベートのできる中小ホールなど
を設け、他校からの見学が絶えない立派な校舎が出来
上がっております。また、キャンパス全面整備に合わせ、男
子校から共学校に変わり、今年がその完成年度となりま
す。その成果として学力の著しい向上に現れており、特に
来年は難関大学への進学率が高まると期待しております。

　次に、本日、内覧をしていただきました病院新本館Ａ
棟ですが、臨床講堂棟と病院５号館を解体し、その跡
地に建設されました【図４】。その南隣にＢ棟も建設され
ます。最新の免震装置も導入されておりまして、詳細に
ついては後ほど病院長からご説明させていただきます。
また、我々はこれまでなかった中央エネルギー棟を新た
に建設し、電気や冷暖房等のエネルギーを集中管理を
行うこととし、今年２月から既に稼働しています。
　次に、大学病院全建替え事業の全体スケジュールで
すが【図５】、新本館Ａ棟は約２年半を経て完成しました。
Ａ棟への引っ越しが終わり次第、Ｂ棟建設に向けた解体
工事が始まり、２０２５年に竣工予定となっております。Ｂ
棟竣工後は現在の６号館を取り壊し、新管理棟の建設
が始まります。３学部の学生の実習室や講堂なども設け
られ、病院事務部などもこちらへ移動し、大学病院全
体の機能をバックアップできる体制を整えます。すべての
整備が終わりますと、比較的大きな広場が阪急電車側
にできる形になり、将来的にはここにスーパーマーケット
や喫茶店、食堂等を設ける構想です。
　次に大学病院の経営ですが、２０２０年５月に新型コ
ロナウイルス感染症が拡大した頃は患者数が一気に減
少し、非常に驚きました。この先どうなるのか不安に思
いましたが、翌６月には患者数はかなり戻って参りまして、

２０２０年度全体では、ベンチマークには１０％程足りない
形ではありますが、回復致しております。２０２１年度の
ベンチマークは、目標が達成できていない項目がいくつ
かありましたが、収入系における紹介患者数などは、関
連病院や診療所に来られる患者さんが少なかったという
ことが要因ではないかと思っております。支出系の医薬
品支出額、検査試薬額が非常に膨らみましたが、これ
はコロナ検査の影響で補助金が出ましたので、収支に
あまり大きな影響はありませんでした。
　次に、今、本大学病院が力を入れているＤＰＣ医療
機関係数について述べます【図６】。これは手術、検
査あるいはドクターに関わるものを除いた、いわゆる病院
への評価に対する加算であり、一昨年ぐらいから係数
が急上昇し、本院の係数は１,６６５３０と非常に高い数字
です。これからも力を入れていきたいと思っており、今後
三次救急（救命救急センター）が稼働しますと、さらに
係数全体が上昇すると期待されます。
　次は、大学病院の診療収入・経常利益の推移です
【図７】。上のグラフは診療収入の２０２０年度と２０２１年
度の対前年比を示しております。下側に振れている線は
２０２０年度で、新型コロナウイルスの感染が拡大してい
た時です。２０１９年度が順調であった分、対前年比で
非常に悪化したことが際立ちます。下のグラフは経常利

益の年度推移で、２０２０年度はコロナの影響で５月と６
月は下振れしましたが、月を追うごとに徐々に回復してい
ます。その後、２０２１年度は順調に推移し、最終的に
比較的良い決算になっております。
　大学病院の年度別収支差額では、２０１８年度頃は
当地において地震、台風といった大きな天災やケーブル
切断による大停電に見舞われ、非常に落ち込みましたが、
２０１９年度以降は回復しております。
　次は学校法人全体の収支差額の推移です【図８】。
２００９年度あたりまでは非常に収入が低い状態が続いて

おりましたが、病院の経営に力を入れた結果、段 と々改
善をし、今日には新病棟を立てるまでに回復して参りまし
た。２０１４年度には高槻高等学校と、２０１６年度には
大阪薬科大学との法人合併があり、それに加えて、今
年は三島救命救急センターの移譲がございました。この
三つが重なって本学法人は大きく成長しております。
　現在、本学法人は良い経営の下、非常に安定した
状態で法人事業が行われていることを皆様にご報告申し
上げまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はあり
がとうございました。
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期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　皆様、ただ今ご紹介を
いただきました植木でござ
います。本日は仁泉会総
会にお招きをいただき、あ
りがとうございます。平素
は皆様には公私共にお世
話になっており、心から感
謝申し上げます。この１年
もコロナ禍の中で過ぎた感
じが致しますが、病院の経営も変わりましたし、仁泉会
の総会も以前のような形ではまだ開催できない状態で、
習慣も含め、社会全体に大きな影響を与えていると思い
ます。
　本日は大学病院新本館Ａ棟を内覧していただきました
が、意外に大きな建物だと感じられたのではないでしょう

　か。まだ全体の約１／２の大きさで、２年半後にはほ
ぼ同じ大きさのＢ棟が隣に建設され、病院新本館全体
が完成します。
　さて、本日は私の他に佐野学長、内山医学部長、
南病院長がお招きに与っており、ご挨拶かたがたそれぞ
れが担っている分野をお話しさせていただきまして、ご
挨拶に代えさせていただきたいと思っております。
　私は、主に法人と大学病院の経営と財政についてお
話しをしたいと思います。まず、法人が所有するキャン
パスの現状【図１】ですが、中央に従来の大学本部のキャ
ンパスと大学病院が、北側には看護学部がある北キャン
パスがあります。５年前に、病院の西側に新たに中央手
術棟が完成しました。その北西にも新しいキャンパス予
定地を取得しており、職員寮も付近にございます。健康
科学クリニックはＪＲ高槻駅ビル内にあり、人間ドックや市
民検診などを行う健診施設となっています。東側には安
満キャンパスがあり、こちらは２年ほど前に購入した約３
千坪の土地で、ここに薬学部の臨床に近い部門を移設
したいと考えております。やはり、３学部同士が近くにな
いと良い交流効果は生まれないと思います。高槻高校
やその南のさわらぎキャンパス、城北キャンパスは従来の
通りで、三島南病院は高槻市の南側の玉川新町に、
薬学部がある阿武山キャンパスは北側の山手にあり、本

学のキャンパスは阪急高槻市駅前を中心に高槻市の南
北に広がっております。高槻市は色々な古墳や遺跡が
あり、市の行政はそれらの保全に力を入れており、昨年
には安満遺跡公園も整備されました。また、高槻現代
劇場も老朽化による建替えのため、高槻城公園の整備
と芸術文化劇場を建設中です。ＪＲ高槻駅前ロータリー周
辺の松坂屋やグリーンプラザのある商業施設も再々開発
によりさらに高層化、機能化される予定です。このように、
本学がある高槻市は非常に活況を帯びておりまして、本
部キャンパスがあるこの一帯は高槻の中心に位置すると
いうことが言えると思います。 
　次に、本法人の組織概要ですが【図２】、大阪医科
薬科大学は医学部、薬学部、看護学部と、それぞれ
の大学院がございます。他には、ＢＮＣＴ共同臨床研究所、
薬用植物園といったものもございます。大学の学生数は
大体３,５００人余りで、付属の高等学校・中学校の生徒
数は約１,５００人、学校法人全体では５,０００人余りとなり
ます。加えて、大学病院と分院の三島南病院、健康科
学クリニック、関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセン
ター、ＬＤセンターなども含めた職員数は約４,０００人に上り、
中規模の企業に匹敵すると思われます。
　次に、大学病院の全建て替え事業ですが、大阪医
科大学の創立１００周年記念事業として行っており、そ

の嚆矢として５年前に中央手術棟を建設致しました。現
在の立地では、まず手術棟を先に建てなければ大学病
院の整備はできないとされたことから、２０室の様々な機
能を持つ手術棟を他に先駆けて建設しました。おそらく
関西では１、２を争う高い機能性を持った施設です。２
階にはＩＣＵがあり、４階と５階には心臓血管外科と呼吸
器外科、消化器外科の病棟があります。この手術棟が
順調に稼働しているおかげで、その後の建替え事業を
進めることができています。
　次に建築したのは、新しいがんの治療施設である関西
ＢＮＣＴ共同医療センターです【図３】。大阪府からの要請
もあり建設されました。世界でもここ高槻と福島県にしか
なく、がん治療の最先端をいくものです。現在までに既に
かなりの進行性頭頸部癌の治療がされており、これから
他臓器のがんへの適用拡大に向けた検討がなされます。
　次に、高槻中学校・高槻高校とは８年前に法人合併し、
校舎の建て替えを含めたキャンパスの全面整備を行いま
した。立派な図書館やディベートのできる中小ホールなど
を設け、他校からの見学が絶えない立派な校舎が出来
上がっております。また、キャンパス全面整備に合わせ、男
子校から共学校に変わり、今年がその完成年度となりま
す。その成果として学力の著しい向上に現れており、特に
来年は難関大学への進学率が高まると期待しております。

　次に、本日、内覧をしていただきました病院新本館Ａ
棟ですが、臨床講堂棟と病院５号館を解体し、その跡
地に建設されました【図４】。その南隣にＢ棟も建設され
ます。最新の免震装置も導入されておりまして、詳細に
ついては後ほど病院長からご説明させていただきます。
また、我々はこれまでなかった中央エネルギー棟を新た
に建設し、電気や冷暖房等のエネルギーを集中管理を
行うこととし、今年２月から既に稼働しています。
　次に、大学病院全建替え事業の全体スケジュールで
すが【図５】、新本館Ａ棟は約２年半を経て完成しました。
Ａ棟への引っ越しが終わり次第、Ｂ棟建設に向けた解体
工事が始まり、２０２５年に竣工予定となっております。Ｂ
棟竣工後は現在の６号館を取り壊し、新管理棟の建設
が始まります。３学部の学生の実習室や講堂なども設け
られ、病院事務部などもこちらへ移動し、大学病院全
体の機能をバックアップできる体制を整えます。すべての
整備が終わりますと、比較的大きな広場が阪急電車側
にできる形になり、将来的にはここにスーパーマーケット
や喫茶店、食堂等を設ける構想です。
　次に大学病院の経営ですが、２０２０年５月に新型コ
ロナウイルス感染症が拡大した頃は患者数が一気に減
少し、非常に驚きました。この先どうなるのか不安に思
いましたが、翌６月には患者数はかなり戻って参りまして、

２０２０年度全体では、ベンチマークには１０％程足りない
形ではありますが、回復致しております。２０２１年度の
ベンチマークは、目標が達成できていない項目がいくつ
かありましたが、収入系における紹介患者数などは、関
連病院や診療所に来られる患者さんが少なかったという
ことが要因ではないかと思っております。支出系の医薬
品支出額、検査試薬額が非常に膨らみましたが、これ
はコロナ検査の影響で補助金が出ましたので、収支に
あまり大きな影響はありませんでした。
　次に、今、本大学病院が力を入れているＤＰＣ医療
機関係数について述べます【図６】。これは手術、検
査あるいはドクターに関わるものを除いた、いわゆる病院
への評価に対する加算であり、一昨年ぐらいから係数
が急上昇し、本院の係数は１,６６５３０と非常に高い数字
です。これからも力を入れていきたいと思っており、今後
三次救急（救命救急センター）が稼働しますと、さらに
係数全体が上昇すると期待されます。
　次は、大学病院の診療収入・経常利益の推移です
【図７】。上のグラフは診療収入の２０２０年度と２０２１年
度の対前年比を示しております。下側に振れている線は
２０２０年度で、新型コロナウイルスの感染が拡大してい
た時です。２０１９年度が順調であった分、対前年比で
非常に悪化したことが際立ちます。下のグラフは経常利

益の年度推移で、２０２０年度はコロナの影響で５月と６
月は下振れしましたが、月を追うごとに徐々に回復してい
ます。その後、２０２１年度は順調に推移し、最終的に
比較的良い決算になっております。
　大学病院の年度別収支差額では、２０１８年度頃は
当地において地震、台風といった大きな天災やケーブル
切断による大停電に見舞われ、非常に落ち込みましたが、
２０１９年度以降は回復しております。
　次は学校法人全体の収支差額の推移です【図８】。
２００９年度あたりまでは非常に収入が低い状態が続いて

おりましたが、病院の経営に力を入れた結果、段 と々改
善をし、今日には新病棟を立てるまでに回復して参りまし
た。２０１４年度には高槻高等学校と、２０１６年度には
大阪薬科大学との法人合併があり、それに加えて、今
年は三島救命救急センターの移譲がございました。この
三つが重なって本学法人は大きく成長しております。
　現在、本学法人は良い経営の下、非常に安定した
状態で法人事業が行われていることを皆様にご報告申し
上げまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はあり
がとうございました。

【図６】

【図７】【図５】
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在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
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おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
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えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　皆様、ただ今ご紹介を
いただきました植木でござ
います。本日は仁泉会総
会にお招きをいただき、あ
りがとうございます。平素
は皆様には公私共にお世
話になっており、心から感
謝申し上げます。この１年
もコロナ禍の中で過ぎた感
じが致しますが、病院の経営も変わりましたし、仁泉会
の総会も以前のような形ではまだ開催できない状態で、
習慣も含め、社会全体に大きな影響を与えていると思い
ます。
　本日は大学病院新本館Ａ棟を内覧していただきました
が、意外に大きな建物だと感じられたのではないでしょう

　か。まだ全体の約１／２の大きさで、２年半後にはほ
ぼ同じ大きさのＢ棟が隣に建設され、病院新本館全体
が完成します。
　さて、本日は私の他に佐野学長、内山医学部長、
南病院長がお招きに与っており、ご挨拶かたがたそれぞ
れが担っている分野をお話しさせていただきまして、ご
挨拶に代えさせていただきたいと思っております。
　私は、主に法人と大学病院の経営と財政についてお
話しをしたいと思います。まず、法人が所有するキャン
パスの現状【図１】ですが、中央に従来の大学本部のキャ
ンパスと大学病院が、北側には看護学部がある北キャン
パスがあります。５年前に、病院の西側に新たに中央手
術棟が完成しました。その北西にも新しいキャンパス予
定地を取得しており、職員寮も付近にございます。健康
科学クリニックはＪＲ高槻駅ビル内にあり、人間ドックや市
民検診などを行う健診施設となっています。東側には安
満キャンパスがあり、こちらは２年ほど前に購入した約３
千坪の土地で、ここに薬学部の臨床に近い部門を移設
したいと考えております。やはり、３学部同士が近くにな
いと良い交流効果は生まれないと思います。高槻高校
やその南のさわらぎキャンパス、城北キャンパスは従来の
通りで、三島南病院は高槻市の南側の玉川新町に、
薬学部がある阿武山キャンパスは北側の山手にあり、本

学のキャンパスは阪急高槻市駅前を中心に高槻市の南
北に広がっております。高槻市は色々な古墳や遺跡が
あり、市の行政はそれらの保全に力を入れており、昨年
には安満遺跡公園も整備されました。また、高槻現代
劇場も老朽化による建替えのため、高槻城公園の整備
と芸術文化劇場を建設中です。ＪＲ高槻駅前ロータリー周
辺の松坂屋やグリーンプラザのある商業施設も再々開発
によりさらに高層化、機能化される予定です。このように、
本学がある高槻市は非常に活況を帯びておりまして、本
部キャンパスがあるこの一帯は高槻の中心に位置すると
いうことが言えると思います。 
　次に、本法人の組織概要ですが【図２】、大阪医科
薬科大学は医学部、薬学部、看護学部と、それぞれ
の大学院がございます。他には、ＢＮＣＴ共同臨床研究所、
薬用植物園といったものもございます。大学の学生数は
大体３,５００人余りで、付属の高等学校・中学校の生徒
数は約１,５００人、学校法人全体では５,０００人余りとなり
ます。加えて、大学病院と分院の三島南病院、健康科
学クリニック、関西ＢＮＣＴ共同医療センター・ＰＥＴセン
ター、ＬＤセンターなども含めた職員数は約４,０００人に上り、
中規模の企業に匹敵すると思われます。
　次に、大学病院の全建て替え事業ですが、大阪医
科大学の創立１００周年記念事業として行っており、そ

の嚆矢として５年前に中央手術棟を建設致しました。現
在の立地では、まず手術棟を先に建てなければ大学病
院の整備はできないとされたことから、２０室の様々な機
能を持つ手術棟を他に先駆けて建設しました。おそらく
関西では１、２を争う高い機能性を持った施設です。２
階にはＩＣＵがあり、４階と５階には心臓血管外科と呼吸
器外科、消化器外科の病棟があります。この手術棟が
順調に稼働しているおかげで、その後の建替え事業を
進めることができています。
　次に建築したのは、新しいがんの治療施設である関西
ＢＮＣＴ共同医療センターです【図３】。大阪府からの要請
もあり建設されました。世界でもここ高槻と福島県にしか
なく、がん治療の最先端をいくものです。現在までに既に
かなりの進行性頭頸部癌の治療がされており、これから
他臓器のがんへの適用拡大に向けた検討がなされます。
　次に、高槻中学校・高槻高校とは８年前に法人合併し、
校舎の建て替えを含めたキャンパスの全面整備を行いま
した。立派な図書館やディベートのできる中小ホールなど
を設け、他校からの見学が絶えない立派な校舎が出来
上がっております。また、キャンパス全面整備に合わせ、男
子校から共学校に変わり、今年がその完成年度となりま
す。その成果として学力の著しい向上に現れており、特に
来年は難関大学への進学率が高まると期待しております。

　次に、本日、内覧をしていただきました病院新本館Ａ
棟ですが、臨床講堂棟と病院５号館を解体し、その跡
地に建設されました【図４】。その南隣にＢ棟も建設され
ます。最新の免震装置も導入されておりまして、詳細に
ついては後ほど病院長からご説明させていただきます。
また、我々はこれまでなかった中央エネルギー棟を新た
に建設し、電気や冷暖房等のエネルギーを集中管理を
行うこととし、今年２月から既に稼働しています。
　次に、大学病院全建替え事業の全体スケジュールで
すが【図５】、新本館Ａ棟は約２年半を経て完成しました。
Ａ棟への引っ越しが終わり次第、Ｂ棟建設に向けた解体
工事が始まり、２０２５年に竣工予定となっております。Ｂ
棟竣工後は現在の６号館を取り壊し、新管理棟の建設
が始まります。３学部の学生の実習室や講堂なども設け
られ、病院事務部などもこちらへ移動し、大学病院全
体の機能をバックアップできる体制を整えます。すべての
整備が終わりますと、比較的大きな広場が阪急電車側
にできる形になり、将来的にはここにスーパーマーケット
や喫茶店、食堂等を設ける構想です。
　次に大学病院の経営ですが、２０２０年５月に新型コ
ロナウイルス感染症が拡大した頃は患者数が一気に減
少し、非常に驚きました。この先どうなるのか不安に思
いましたが、翌６月には患者数はかなり戻って参りまして、

２０２０年度全体では、ベンチマークには１０％程足りない
形ではありますが、回復致しております。２０２１年度の
ベンチマークは、目標が達成できていない項目がいくつ
かありましたが、収入系における紹介患者数などは、関
連病院や診療所に来られる患者さんが少なかったという
ことが要因ではないかと思っております。支出系の医薬
品支出額、検査試薬額が非常に膨らみましたが、これ
はコロナ検査の影響で補助金が出ましたので、収支に
あまり大きな影響はありませんでした。
　次に、今、本大学病院が力を入れているＤＰＣ医療
機関係数について述べます【図６】。これは手術、検
査あるいはドクターに関わるものを除いた、いわゆる病院
への評価に対する加算であり、一昨年ぐらいから係数
が急上昇し、本院の係数は１,６６５３０と非常に高い数字
です。これからも力を入れていきたいと思っており、今後
三次救急（救命救急センター）が稼働しますと、さらに
係数全体が上昇すると期待されます。
　次は、大学病院の診療収入・経常利益の推移です
【図７】。上のグラフは診療収入の２０２０年度と２０２１年
度の対前年比を示しております。下側に振れている線は
２０２０年度で、新型コロナウイルスの感染が拡大してい
た時です。２０１９年度が順調であった分、対前年比で
非常に悪化したことが際立ちます。下のグラフは経常利

益の年度推移で、２０２０年度はコロナの影響で５月と６
月は下振れしましたが、月を追うごとに徐々に回復してい
ます。その後、２０２１年度は順調に推移し、最終的に
比較的良い決算になっております。
　大学病院の年度別収支差額では、２０１８年度頃は
当地において地震、台風といった大きな天災やケーブル
切断による大停電に見舞われ、非常に落ち込みましたが、
２０１９年度以降は回復しております。
　次は学校法人全体の収支差額の推移です【図８】。
２００９年度あたりまでは非常に収入が低い状態が続いて

おりましたが、病院の経営に力を入れた結果、段 と々改
善をし、今日には新病棟を立てるまでに回復して参りまし
た。２０１４年度には高槻高等学校と、２０１６年度には
大阪薬科大学との法人合併があり、それに加えて、今
年は三島救命救急センターの移譲がございました。この
三つが重なって本学法人は大きく成長しております。
　現在、本学法人は良い経営の下、非常に安定した
状態で法人事業が行われていることを皆様にご報告申し
上げまして、私の挨拶とさせていただきます。本日はあり
がとうございました。

【図８】

　皆様お久しぶりでござ
います。仁泉会の先生方
には公私共にお世話に
なっており大変ありがた
く御礼申し上げます。ま
た、学生に対しても多大
なご支援をいただき厚く
御礼申し上げます。先ほ
ど植木理事長の方からも
ご説明がございましたが、昨年、大阪医科大学と大
阪薬科大学が大学統合をいたしました。本日はその
後の経過を少しご説明させていただきましてご挨拶
に代えさせていただきます。
　まず、大阪医科大学と大阪薬科大学は大学統合を
いたしました。これは法人統合をいたしました時に
一番の目的としていた事でございます。そこで新た
な学是を作りました。【図１】「至誠仁術」でござい
ます。これは孟子のいう至誠　孔子のいう仁。その術、
仁術で至誠仁術といたしております。

　次に大学の組織構造ですが、先ほど理事長からご説
明もございましたが、大学の部分だけを取り上げますと
非常にすっきりした構造となっております。【図２】３つの
学部とそれぞれの大学院研究科があるという構造をして
おります。
　次に昨年にもご報告を申し上げましたが、新しい組織
と機構を設けました【図３】。学長室をトップに致しまして
医学部長室、薬学部長室、看護学部長室と学部長が
３人おります。この３学部の学部長が学部間協議会とい
う組織を使いまして、大学の重要な事柄を協議して決定
しております。学部間で共通する事については、機構
調整会議という組織を使い協議をしております。教育、
研究、国際交流、入試広報、この４つの事柄について

学校法人大阪医科薬科大学
学長　佐野浩一先生

機構調整会議を設置して、学部間で共通する事柄をピッ
クアップして検討をしていっております。 
　先ほどご出席の先生から少し質問をいただきました、
教養の話でございますが、平成３年に大学設置基準の
改定というものがございました。これは非常に大きな改訂
で教養課程がその時に無くなっております。医学進学課
程を廃止できるそういう規制緩和がありました。それから
教養課程を引き摺ったまま今日まで至ったわけでございま
すが、ここに至りまして近々大学設置基準がさらに大幅
に規制緩和をされると言われております。大学内を非常
に自由にできるようになります。また大事なのは教員組織
という考え方をもうやめなさいということも言われておりま
す。教員と事務員が一緒になって教育研究を行っていく

ことが求められています。今後がどうなっていくかは、ま
だ分かりませんが、折しも大学統合を行ない、機構とい
う先をいくような組織形態を取れていることは、国の後押
しがあるようなもので非常にありがたいなと思っております。
　このような事がございまして何が変わってくるのか、
目に見えるものからご紹介させていただきます。【図４】

こちらのスライドは、昭和４０年頃のさわらぎキャンパスで
ございます。ここに昔の教養の校舎がございまして、こ
れから倍に拡張されていきますが、中央に大きな緑の一
角がございます。テニスコートの横にございまして、この
配置を覚えておられる先生もおられると思います。この
緑の一角は何かと言いますと薬用植物園でございました。
これは大阪医科大学が別に財団法人薬学研究所という

ものを作って、いずれ何らかの機会をとらえて大阪医科
大学に薬学部を作るぞという準備をしておりました。そう
いった構想を元に薬用植物園が作られておりましたが、
学生紛争など色 ご々ざいまして出来なかった訳でござい
ます。そういうことをしていたのが羽野壽先生でございま
す【図５】。習われた先生もおられるかもしれませんが羽
野先生がこれを進めておられた訳です。今になりまして
大学統合いたしますと、この失われた薬用植物園、今
は大阪医科薬科大学の中にございます。先ほど理事長
のスライドでお示しいただきましたように薬学部があるキャ
ンパスの一角にかなり大きなものがございます。【図６】
かつて失われた薬用植物園が現在は学内に再生してい
るということでございます。

　もう一つは安満キャンパスでございます【図７】。スラ
イドの中央にあるのが新しい新病棟でございます。右手
を阪急線が走っておりまして、中央上部の三角の空き地
がございますが、こちらは昔旭化成の繊維研究所があっ
た所でございます。左の大きな空き地は高槻市が京大
の跡地を国から買い受けて安満遺跡公園として公園整
備をしたものでございます。この旭化成の研究所の跡地
を使って統合された大学のキャンパス整備をしていこうと
いうことでございます。ただ先程申し上げました通り大学
の設置基準、大学の在り方が変わり、薬剤師の養成数
も規制がかかって来る可能性などがあり、今はっきりしと

した事は申せませんが、変化に柔軟に対応しながら、
新たな大学の基準に合わせて、医療系総合大学を目指
して行きたいと思っております。実は医療系総合大学と
いうのははっきりとした定義がございません。医療系総合
大学とは何ですかと問われた時に例えば大阪医科薬科
大学のような大学ですと言われるように教職員一同頑
張っておりますので、引き続きご支援賜りますようお願い
を申し上げましてご挨拶と代えさせて頂きます。本日は有
難うございました 。

【図１】

【図２】

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　皆様お久しぶりでござ
います。仁泉会の先生方
には公私共にお世話に
なっており大変ありがた
く御礼申し上げます。ま
た、学生に対しても多大
なご支援をいただき厚く
御礼申し上げます。先ほ
ど植木理事長の方からも
ご説明がございましたが、昨年、大阪医科大学と大
阪薬科大学が大学統合をいたしました。本日はその
後の経過を少しご説明させていただきましてご挨拶
に代えさせていただきます。
　まず、大阪医科大学と大阪薬科大学は大学統合を
いたしました。これは法人統合をいたしました時に
一番の目的としていた事でございます。そこで新た
な学是を作りました。【図１】「至誠仁術」でござい
ます。これは孟子のいう至誠　孔子のいう仁。その術、
仁術で至誠仁術といたしております。

　次に大学の組織構造ですが、先ほど理事長からご説
明もございましたが、大学の部分だけを取り上げますと
非常にすっきりした構造となっております。【図２】３つの
学部とそれぞれの大学院研究科があるという構造をして
おります。
　次に昨年にもご報告を申し上げましたが、新しい組織
と機構を設けました【図３】。学長室をトップに致しまして
医学部長室、薬学部長室、看護学部長室と学部長が
３人おります。この３学部の学部長が学部間協議会とい
う組織を使いまして、大学の重要な事柄を協議して決定
しております。学部間で共通する事については、機構
調整会議という組織を使い協議をしております。教育、
研究、国際交流、入試広報、この４つの事柄について

機構調整会議を設置して、学部間で共通する事柄をピッ
クアップして検討をしていっております。 
　先ほどご出席の先生から少し質問をいただきました、
教養の話でございますが、平成３年に大学設置基準の
改定というものがございました。これは非常に大きな改訂
で教養課程がその時に無くなっております。医学進学課
程を廃止できるそういう規制緩和がありました。それから
教養課程を引き摺ったまま今日まで至ったわけでございま
すが、ここに至りまして近々大学設置基準がさらに大幅
に規制緩和をされると言われております。大学内を非常
に自由にできるようになります。また大事なのは教員組織
という考え方をもうやめなさいということも言われておりま
す。教員と事務員が一緒になって教育研究を行っていく

ことが求められています。今後がどうなっていくかは、ま
だ分かりませんが、折しも大学統合を行ない、機構とい
う先をいくような組織形態を取れていることは、国の後押
しがあるようなもので非常にありがたいなと思っております。
　このような事がございまして何が変わってくるのか、
目に見えるものからご紹介させていただきます。【図４】

こちらのスライドは、昭和４０年頃のさわらぎキャンパスで
ございます。ここに昔の教養の校舎がございまして、こ
れから倍に拡張されていきますが、中央に大きな緑の一
角がございます。テニスコートの横にございまして、この
配置を覚えておられる先生もおられると思います。この
緑の一角は何かと言いますと薬用植物園でございました。
これは大阪医科大学が別に財団法人薬学研究所という

ものを作って、いずれ何らかの機会をとらえて大阪医科
大学に薬学部を作るぞという準備をしておりました。そう
いった構想を元に薬用植物園が作られておりましたが、
学生紛争など色 ご々ざいまして出来なかった訳でござい
ます。そういうことをしていたのが羽野壽先生でございま
す【図５】。習われた先生もおられるかもしれませんが羽
野先生がこれを進めておられた訳です。今になりまして
大学統合いたしますと、この失われた薬用植物園、今
は大阪医科薬科大学の中にございます。先ほど理事長
のスライドでお示しいただきましたように薬学部があるキャ
ンパスの一角にかなり大きなものがございます。【図６】
かつて失われた薬用植物園が現在は学内に再生してい
るということでございます。

　もう一つは安満キャンパスでございます【図７】。スラ
イドの中央にあるのが新しい新病棟でございます。右手
を阪急線が走っておりまして、中央上部の三角の空き地
がございますが、こちらは昔旭化成の繊維研究所があっ
た所でございます。左の大きな空き地は高槻市が京大
の跡地を国から買い受けて安満遺跡公園として公園整
備をしたものでございます。この旭化成の研究所の跡地
を使って統合された大学のキャンパス整備をしていこうと
いうことでございます。ただ先程申し上げました通り大学
の設置基準、大学の在り方が変わり、薬剤師の養成数
も規制がかかって来る可能性などがあり、今はっきりしと

した事は申せませんが、変化に柔軟に対応しながら、
新たな大学の基準に合わせて、医療系総合大学を目指
して行きたいと思っております。実は医療系総合大学と
いうのははっきりとした定義がございません。医療系総合
大学とは何ですかと問われた時に例えば大阪医科薬科
大学のような大学ですと言われるように教職員一同頑
張っておりますので、引き続きご支援賜りますようお願い
を申し上げましてご挨拶と代えさせて頂きます。本日は有
難うございました 。

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　医学部長の内山です。
平素は仁泉会の先生方に
は大変お世話になっており、
心より御礼申し上げます。本
日は医学部における課題と
成長というテーマで国家試
験の話、医師養成課程の
改正のお話、コロナ禍の学
生への影響について話題
提供致します。【図１】
　まず、今年の国家試験ですが、合格率は９７．３％と
まずまずの結果でした【図２】。ただスライドのように年に
よって乱高下がありますので、今後は毎年９５％以上の
高位安定化を目指しております。
　国家試験の分野別出題数を見ますとやはり内科系外
科系のメジャーが多く、次に小児科や婦人科となってお
ります。ただ最も出題数が多いのは公衆衛生です。本
学の学生達はまずメジャーから勉強を始め、マイナーの
次に婦人科や小児科を勉強し、最後に公衆衛生にとり

かかりますが、しだいに勉強の時間がなくなって公衆衛
生まで手が回らない傾向にあります。学生の国家試験
の勉強開始が遅いため、５年生の終わりに行っていた総
合試験を５年生の夏休みに中間試験として行うことにしま
した。出来るだけ学生に早く国試対策を開始させようと
考えています。
　残念ながら医師国家試験に落ちる学生もいます。既
卒者は今年１３名が合格しておりますが、まだ残っている
４名の不合格者にも、サポート体制を組み医学教育セン
ターによるメンタリング、必修対策、マッチングに関する相
談などを行っています。【図３】
　必修対策となる書籍の購入や模擬試験の受験費用
支援、聴講生費用の支援、聴講生としての実費支援、
病院実習参加に必要なワクチン接種費用など、これらの
支援は全て仁泉会からのご支援により実施しております。
この場をお借りしまして厚く御礼を申し上げます。
　次に国家試験の不合格を規定する因子についてお
話しします。【図４】。過去７年間の国家試験不合格者
の分析を行った結果、多浪生や、原級留置生の不合
格率が高いことがわかりました。また４年生の終わり
にＣＢＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｂａｓｅｄ Ｔｅｓｔｉｎｇ）を行っています
が、この成績上位２５％の学生に比べると下位２５％の
学生は国試の成績も悪い事が判明しました。ＣＢＴは国

学校法人大阪医科薬科大学
医学部長　内山和久先生

試の合否にきわめて重要な因子であります。 
　ＣＢＴはＯＳＣＥと共に共用試験の一つでありますが、
本学の医学教育の流れとして、まず１年生で総合教育、

２年生で基礎教育、３年生で主としてメジャーの専門教
育、４年生でマイナーの専門教育を行います。４年生後
期から病院実習が始まる前の試験としてＣＢＴ（臨床問
題）とＰｒｅ－ＣＣ、ＯＳＣＥ（実技問題）があります。これら
に合格した学生はＳｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒとして、医師の指導
監督のもと医療を行うことができます。６年生では最終的
に４つの卒業試験を受けて合格すれば晴れて卒業し、
医師国家試験が受験できることになります。【図５】
　その中で過去６年間のＣＢＴにおけるＩＲＴ標準スコアに
注目しました。【図６】ＩＲＴ標準スコアについて説明すると
長くなりますので、簡単に平均値みたいなものとお考え
下さい。２０１６年は、上にある線が本学平均で下線が
全国平均で、全国平均より上で推移しておりましたが、
去年、一昨年と低下し、逆に全国平均は上昇して、全
国平均を下回る結果となりました。原因としては、２０２０
年から新カリキュラムを導入した結果が一因と考えられ、
このカリキュラムに少し見直しをかけました。【図７】
　まず１年生は、たいへん過密であった５４.５単位を４０
単位前後に減少し、自由科目を導入することにしました。
例えば物理・化学で入学した学生は生物が弱いため生
物を勉強してもらうといった要領で個別の弱点を補う時
間を作りました。３年生、４年生は共用試験に備える必
要がありますので、新科目として「臨床技能１」「臨床

技能２」を導入しました。これは臨床技能対策、つまり
PostCC ＯＳＣＥ対策です。さらにカリキュラムの全体的な
スケジュールの前倒しを行い、ＣＢＴ直前に自学自習期間

を設けました。
　次に各学年における単年度ＧＰＡ分布のご説明をいた
します【図８】。

　これはコロナ禍の前後で学生の成績を比較したもので
す。昨年の１年生はほとんどリモートやオンデマンド授業
であり、対面での講義は難しかったのですが、テストは
当然対面ながら、コロナ禍前と比較しても成績は低下し
ていません。２年生のコロナ禍時の成績はとても良いの
ですが、これには特殊な事情があり、解剖実習など基
礎系の実習ができなかったため、レポートで判断したとい
う経緯があります。３年生、４年生は座学がリモートに変
わりましたが、テストは対面形式で、コロナ前とほとんど
成績は変わっていません。つまりコロナ禍による成績低

下は、どの学年も認められておりません。
　最後になりますが我々は教員と学生の間で常にキャッ
チボールをしながら教育・学習改善を行ってきております。
日々 の教育は受講状況や学生の理解状況などを確認し
ながらリアルタイムに調整しております。さらに週ごとに小
テストの点数や学習日誌、予習復習の状況などを見なが
ら、関連資料の推薦や補足説明をして学生にフィードバッ
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
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の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
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の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
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世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
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皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

クをしています。最終的に１年間をふり返った試験を行い、
レポートの提出や授業アンケートを行うことで学習理解状
況を判断しております。また評価レポートから、シラバス
を見直すなど、教員と学生の間でキャッチボールを行っ
ております。様 な々時間軸とルートをもって改善のフィード
バックを実施していることを申し上げましてご挨拶とさせて
いただきます。ご清聴ありがとうございました。
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は大変お世話になっており、
心より御礼申し上げます。本
日は医学部における課題と
成長というテーマで国家試
験の話、医師養成課程の
改正のお話、コロナ禍の学
生への影響について話題
提供致します。【図１】
　まず、今年の国家試験ですが、合格率は９７．３％と
まずまずの結果でした【図２】。ただスライドのように年に
よって乱高下がありますので、今後は毎年９５％以上の
高位安定化を目指しております。
　国家試験の分野別出題数を見ますとやはり内科系外
科系のメジャーが多く、次に小児科や婦人科となってお
ります。ただ最も出題数が多いのは公衆衛生です。本
学の学生達はまずメジャーから勉強を始め、マイナーの
次に婦人科や小児科を勉強し、最後に公衆衛生にとり

かかりますが、しだいに勉強の時間がなくなって公衆衛
生まで手が回らない傾向にあります。学生の国家試験
の勉強開始が遅いため、５年生の終わりに行っていた総
合試験を５年生の夏休みに中間試験として行うことにしま
した。出来るだけ学生に早く国試対策を開始させようと
考えています。
　残念ながら医師国家試験に落ちる学生もいます。既
卒者は今年１３名が合格しておりますが、まだ残っている
４名の不合格者にも、サポート体制を組み医学教育セン
ターによるメンタリング、必修対策、マッチングに関する相
談などを行っています。【図３】
　必修対策となる書籍の購入や模擬試験の受験費用
支援、聴講生費用の支援、聴講生としての実費支援、
病院実習参加に必要なワクチン接種費用など、これらの
支援は全て仁泉会からのご支援により実施しております。
この場をお借りしまして厚く御礼を申し上げます。
　次に国家試験の不合格を規定する因子についてお
話しします。【図４】。過去７年間の国家試験不合格者
の分析を行った結果、多浪生や、原級留置生の不合
格率が高いことがわかりました。また４年生の終わり
にＣＢＴ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｂａｓｅｄ Ｔｅｓｔｉｎｇ）を行っています
が、この成績上位２５％の学生に比べると下位２５％の
学生は国試の成績も悪い事が判明しました。ＣＢＴは国

試の合否にきわめて重要な因子であります。 
　ＣＢＴはＯＳＣＥと共に共用試験の一つでありますが、
本学の医学教育の流れとして、まず１年生で総合教育、

２年生で基礎教育、３年生で主としてメジャーの専門教
育、４年生でマイナーの専門教育を行います。４年生後
期から病院実習が始まる前の試験としてＣＢＴ（臨床問
題）とＰｒｅ－ＣＣ、ＯＳＣＥ（実技問題）があります。これら
に合格した学生はＳｔｕｄｅｎｔ Ｄｏｃｔｏｒとして、医師の指導
監督のもと医療を行うことができます。６年生では最終的
に４つの卒業試験を受けて合格すれば晴れて卒業し、
医師国家試験が受験できることになります。【図５】
　その中で過去６年間のＣＢＴにおけるＩＲＴ標準スコアに
注目しました。【図６】ＩＲＴ標準スコアについて説明すると
長くなりますので、簡単に平均値みたいなものとお考え
下さい。２０１６年は、上にある線が本学平均で下線が
全国平均で、全国平均より上で推移しておりましたが、
去年、一昨年と低下し、逆に全国平均は上昇して、全
国平均を下回る結果となりました。原因としては、２０２０
年から新カリキュラムを導入した結果が一因と考えられ、
このカリキュラムに少し見直しをかけました。【図７】
　まず１年生は、たいへん過密であった５４.５単位を４０
単位前後に減少し、自由科目を導入することにしました。
例えば物理・化学で入学した学生は生物が弱いため生
物を勉強してもらうといった要領で個別の弱点を補う時
間を作りました。３年生、４年生は共用試験に備える必
要がありますので、新科目として「臨床技能１」「臨床

技能２」を導入しました。これは臨床技能対策、つまり
PostCC ＯＳＣＥ対策です。さらにカリキュラムの全体的な
スケジュールの前倒しを行い、ＣＢＴ直前に自学自習期間

を設けました。
　次に各学年における単年度ＧＰＡ分布のご説明をいた
します【図８】。

　これはコロナ禍の前後で学生の成績を比較したもので
す。昨年の１年生はほとんどリモートやオンデマンド授業
であり、対面での講義は難しかったのですが、テストは
当然対面ながら、コロナ禍前と比較しても成績は低下し
ていません。２年生のコロナ禍時の成績はとても良いの
ですが、これには特殊な事情があり、解剖実習など基
礎系の実習ができなかったため、レポートで判断したとい
う経緯があります。３年生、４年生は座学がリモートに変
わりましたが、テストは対面形式で、コロナ前とほとんど
成績は変わっていません。つまりコロナ禍による成績低

下は、どの学年も認められておりません。
　最後になりますが我々は教員と学生の間で常にキャッ
チボールをしながら教育・学習改善を行ってきております。
日々 の教育は受講状況や学生の理解状況などを確認し
ながらリアルタイムに調整しております。さらに週ごとに小
テストの点数や学習日誌、予習復習の状況などを見なが
ら、関連資料の推薦や補足説明をして学生にフィードバッ
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

クをしています。最終的に１年間をふり返った試験を行い、
レポートの提出や授業アンケートを行うことで学習理解状
況を判断しております。また評価レポートから、シラバス
を見直すなど、教員と学生の間でキャッチボールを行っ
ております。様 な々時間軸とルートをもって改善のフィード
バックを実施していることを申し上げましてご挨拶とさせて
いただきます。ご清聴ありがとうございました。

内覧会の様子
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　大阪医科薬科大学病院
病院長の南敏明と申します。
２０２０年４月１日に病院長を
拝命しております。学３６期
でございます。
　私は２００２年に麻酔科
学教室の教授を拝命して
から２０年が経過しましたが、
そのうちの１０年間は病院
建築に関与させていただいております。本日は病院新本
館Ａ棟についてのご紹介をもちましてご挨拶に代えさせ
ていただきます。
　新たに建設されました病院新本館Ａ棟でございますが、
植木理事長からもご報告がございますが、これがどこに
建っているかといいますと、臨床第Ⅰ講堂・第Ⅱ講堂と５
号館、ここを解体してＡ棟が建っております【図１】。　
２０１９年５月に、この臨床第Ⅰ講堂で植木理事長が全体
集会を開催されました。その翌日から解体工事が始まり、
今日の竣工に至っております。

　次に建築されるのが病院新本館Ｂ棟でございます。こ
れは、以前の手術室・ＩＣＵがございました中央診療棟
の場所に建設されます【図２】。Ａ棟が開院した７月に中
央診療棟の引っ越しがございまして、これが終わる８月
から解体工事が始まります。
　Ａ棟でございますが１階に救命救急センターが入りま
す。大阪府三島救命救急センターが６月３０日をもって閉
院となり７月１日に大阪医科薬科大学救命救急センター
が新設され、そのフロア図面でございます【図３】。実
施設計の最終段階まで進んでおりましたが、コロナ禍を
受け最後の最後に急遽、設計を見直しました。その結果、
感染症対応エリアと一般救急を明確に分離できるように
いたしました。ただこれはＢ棟が完成するまでは本当の
意味では完了はしないのですが、Ａ棟だけでも１階で分
けられるように、エレベーターや導線は別々にしておりま
す。
　また、救命救急センターは総合診療科と救急医療部
が担当いたします。総合診療科の診療の待ち時間が非
常に長くなるということを危惧いたしまして、ユビーという
ＡＩ問診を導入しております。これは次から次へ学習し賢
くなっていくＡＩ問診でございます。総合診療科の鈴木教
授が試験をいたしまして、その結果、自分の診断とほぼ
変わらなかったという結果を受けて導入されております。

大阪医科薬科大学病院
病院長　南 敏明先生

　次に１２階にがん医療総合センターが設置されます
【図４】。ここは化学療法センター、緩和ケアセンター、
がん相談室、がんゲノム医療管理室、遺伝カウンセリ
ング室などが入っております。一番景色の良い、ロケー
ションの良い状況で治療をお受けいただくことになっ
ております【図５】。ここには抗がん剤のミキシング
ロボットを導入しております。薬剤師の先生が抗がん
剤に暴露しないですむ安全面に考慮した設計になっ
ております。
　次に早期のリハビリをした方が効果がある診療科がご
ざいます。循環器内科、整形外科、脳神経外科でご
ざいます。これらの病棟には早期でリハビリできるように、
各病棟内にリハビリ施設を設けております【図６】。

　次に食事でございます。新しく ニュークックチルという
機材を導入しました。これは作った食事を急速冷凍して、

提供前にカートごと電子レンジで加熱が行えるといった機
材になります【図７】。
　今後の病院建設の流れでございますが、Ａ棟が開院
しまして、これから中央診療棟を解体いたします。そこ
にＢ棟を建設します。次のスライドにありますとおり【図２】
Ａ棟とＢ棟とが合体し中央手術棟とつながることで、１００
周年ではイラストイメージ図【図８】のようになります。
　最後に、１００周年に向け大阪医科薬科大学はＳｏｃｉｅｔｙ
５.０のもとスーパースマート教育・研究・医療を実践して
参ります。私は１００周年のこの病院建築事業に最後まで
携わらせていただくことになると思いますが、建築が完了
しました時には、私は新病院で診療することなくリタイヤす
ることになります。私は自分が診療することではなく、私が
治療を受ける側の事をイメージしてこの病院建設に携
わっております。仁泉会の先生方に益々のご指導ご鞭撻
そしてご支援をお願いいたしましてご挨拶と代えさせてい
ただきます。ありがとうございました。 
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入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　大阪医科薬科大学病院
病院長の南敏明と申します。
２０２０年４月１日に病院長を
拝命しております。学３６期
でございます。
　私は２００２年に麻酔科
学教室の教授を拝命して
から２０年が経過しましたが、
そのうちの１０年間は病院
建築に関与させていただいております。本日は病院新本
館Ａ棟についてのご紹介をもちましてご挨拶に代えさせ
ていただきます。
　新たに建設されました病院新本館Ａ棟でございますが、
植木理事長からもご報告がございますが、これがどこに
建っているかといいますと、臨床第Ⅰ講堂・第Ⅱ講堂と５
号館、ここを解体してＡ棟が建っております【図１】。　
２０１９年５月に、この臨床第Ⅰ講堂で植木理事長が全体
集会を開催されました。その翌日から解体工事が始まり、
今日の竣工に至っております。

　次に建築されるのが病院新本館Ｂ棟でございます。こ
れは、以前の手術室・ＩＣＵがございました中央診療棟
の場所に建設されます【図２】。Ａ棟が開院した７月に中
央診療棟の引っ越しがございまして、これが終わる８月
から解体工事が始まります。
　Ａ棟でございますが１階に救命救急センターが入りま
す。大阪府三島救命救急センターが６月３０日をもって閉
院となり７月１日に大阪医科薬科大学救命救急センター
が新設され、そのフロア図面でございます【図３】。実
施設計の最終段階まで進んでおりましたが、コロナ禍を
受け最後の最後に急遽、設計を見直しました。その結果、
感染症対応エリアと一般救急を明確に分離できるように
いたしました。ただこれはＢ棟が完成するまでは本当の
意味では完了はしないのですが、Ａ棟だけでも１階で分
けられるように、エレベーターや導線は別々にしておりま
す。
　また、救命救急センターは総合診療科と救急医療部
が担当いたします。総合診療科の診療の待ち時間が非
常に長くなるということを危惧いたしまして、ユビーという
ＡＩ問診を導入しております。これは次から次へ学習し賢
くなっていくＡＩ問診でございます。総合診療科の鈴木教
授が試験をいたしまして、その結果、自分の診断とほぼ
変わらなかったという結果を受けて導入されております。

　次に１２階にがん医療総合センターが設置されます
【図４】。ここは化学療法センター、緩和ケアセンター、
がん相談室、がんゲノム医療管理室、遺伝カウンセリ
ング室などが入っております。一番景色の良い、ロケー
ションの良い状況で治療をお受けいただくことになっ
ております【図５】。ここには抗がん剤のミキシング
ロボットを導入しております。薬剤師の先生が抗がん
剤に暴露しないですむ安全面に考慮した設計になっ
ております。
　次に早期のリハビリをした方が効果がある診療科がご
ざいます。循環器内科、整形外科、脳神経外科でご
ざいます。これらの病棟には早期でリハビリできるように、
各病棟内にリハビリ施設を設けております【図６】。

　次に食事でございます。新しく ニュークックチルという
機材を導入しました。これは作った食事を急速冷凍して、

提供前にカートごと電子レンジで加熱が行えるといった機
材になります【図７】。
　今後の病院建設の流れでございますが、Ａ棟が開院
しまして、これから中央診療棟を解体いたします。そこ
にＢ棟を建設します。次のスライドにありますとおり【図２】
Ａ棟とＢ棟とが合体し中央手術棟とつながることで、１００
周年ではイラストイメージ図【図８】のようになります。
　最後に、１００周年に向け大阪医科薬科大学はＳｏｃｉｅｔｙ
５.０のもとスーパースマート教育・研究・医療を実践して
参ります。私は１００周年のこの病院建築事業に最後まで
携わらせていただくことになると思いますが、建築が完了
しました時には、私は新病院で診療することなくリタイヤす
ることになります。私は自分が診療することではなく、私が
治療を受ける側の事をイメージしてこの病院建設に携
わっております。仁泉会の先生方に益々のご指導ご鞭撻
そしてご支援をお願いいたしましてご挨拶と代えさせてい
ただきます。ありがとうございました。 

【図６】

【図７】

【図８】

　仁泉会には、評議員組織が定款で制定されています。
評議員は、支部別、広域支部、学年クラス毎に１名、
仁泉会本部に報告する事となっています。評議員会組
織は、本部への詰問機関としての役割を担っています。
年１回の総会前に評議員会が開催され、支部や学年の
現状を報告していただく事となっています。今回、総会
に先立って、対面、Ｚｏｏｍのハイブリッドの評議員会が開
催されました。コロナ禍での支部会、クラス会の現状報
告では、開催は皆無でしたが、来年に向けての、意気
込みが垣間みられ、有意義な評議員会でした。

理事長　安藤嗣彦

評議員会報告

１．学術研究振興援助事業
令和 3 年度は申請が 5 件あり、それに対し助成を

行い、仁泉会ニュースにて報告を行った。

２．奨学金貸与事業
令和３年度に採用された奨学生は７名であり、各々

年額６０万円の奨学金を貸与した。
令和４年３月末日の奨学金貸与残高は３２,２２２,０００

円である。
３．本部諸事業に関する事項
１）大阪医科薬科大学への後援事業
①母校の１００周年記念活動の広報協力を行った。
②令和３年度卒業生の丸山苑華さんに対して仁泉
会理事長賞を授与した。

③母校の活動報告として、学報及びＯＭＣニュース
を全会員に向け発送した。
④在学生に「学生生活虎の巻」と題した講演会
及び交流会をオンライン上で年２回行った。

⑤学園祭に対し援助を行った。
⑥母校医師国家試験対策に援助を行った。

２）会員の福利厚生への事業
①会員の動向把握を行い、物故会員に対して供
花料及び弔電を送った。

②令和３年度の傘寿会員に対して傘寿祝の記念品
を贈呈した。

３）仁泉会組織強化に関する事業
支部会開催にあたり、案内発送等の事務支援を

行った。
４）全国私立医科大学同窓会連絡会との連携事業
①第３０回全国私立医科大学同窓会連絡会「西
部会」は中止となった。

②第３１回全国私立医科大学同窓会連絡会「全
国会」は中止となった。

５）広報事業
①機関紙「仁泉会ニュース」を年６回発行した。
②フェイスブック及びホームページにて、各種案内
及び母校の情報提供を行った。

６）会員に関する事項
①新入会員に関する事項
令和３年４月入学生は１１２名、令和４年３月の卒

業生は１１１名であり、令和３年度入会者は２２３名
である。
②会員数に関する事項
令和４年３月末日現在の会員数は５，７６３名で

ある。
そのうち住所不明等による不明会員は３４７名

である。
③物故会員に関する事項
令和３年度に届出のあった物故会員は６３名で

ある。
④会費免除者に関する事項
令和３年度より会費免除となった会員は３８名

である。
令和４年３月末日現在の免除会員数は５６１名

である。
７）役員及び会議に関する事項
①理事会役員に関する事項
令和４年３月末日現在の役員は次の通りである。
理事長１名、副理事長３名、常任理事６名、

理事１２名、監事２名、参与８名　合計３２名
②会議に関する事項
令和３年度に開催した会議及び役員が出席し

た会議は次の通りである。
総会１回、評議員会１回、理事会５回、監事

会１回。
支部会２回（東大阪）。

以上

令和３年度　事業報告書

第４３回日本光医学・光生物学会

第５０回日本脊椎脊髄病学会

第４４回日本美容外科学会総会

日本アンドロロジー学会第４０回学術大会

第６０回日本婦人科腫瘍学会
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学会名（申請順）

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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役員選任

令和３年度収支決算書総括表

Ⅰ収　入　の　部 
基金収入 
入会金収入 
会費収入 
学生会費収入 
寄付金収入 
雑収入 
奨学金返還金 
繰入金収入 
当期収入合計（Ａ） 
前期繰越収支差額額 

収　入　合　計（Ｂ）

Ⅱ支出の部 
事業費 
管理費 
特定預金支出 
繰入金支出 
当期支出合計（Ｃ） 
当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 
 

5,852 
1,640,000 
20,370,000 

0 
2,530,941 
7,202,000 
1,010,000 
 34,018,793 
 41,451,380 

 75,470,173 

13,409,954 
 12,286,507 
 1,000,117 
 1,000,000 
 27,696,578 
 6,322,215 

 47,773,595 

0 
1,640,000 
20,370,000 
1,260,000 

0 
2,530,798 

0 
1,000,000 
 26,800,798 
 22,921,906 

 49,722,704 

 9,209,954 
 12,275,874 
 1,000,117 

 - 
 22,485,945 
 4,314,853 

 27,236,759 

5,852
0
0
0
0
143

7,202,000
10,000

 7,217,995 
 18,529,474 

 25,747,469 

 4,200,000 
 10,633 

 - 
 1,000,000 
 5,210,633 
 2,007,362 

 20,536,836 

自令和３年４月１日～至令和４年３月３１日決算

※細目につきましては仁泉会ホームページ、活動報告「令和 4年度総会資料」に
　掲載しております。

（単位　円）

科　目 合　計 一般会計 基金特別会計

監事　寺村和久先生（学３７期）

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成

年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

祝・入 学
令和４年度

大阪医科薬科大学入学宣誓式
令和４年度の入学宣誓式は、令和４年４月２日（土）午後２時より高槻現代劇場大ホールにて、
医学部医学科１１２名、看護学部看護学科８８名、薬学部３３３名で行われ、佐野学長より式辞
が述べられました。
当日の挨拶とともに、新入学生に対する安藤嗣彦仁泉会理事長の祝辞を記させていただきます。

学長式辞
大阪医科薬科大学学長　佐野浩一

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。
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　大阪医科薬科大学の
医学部第２期生の新入
生諸君御入学誠におめ
でとうございます。御両
親をはじめ御家族の皆
様には感慨ひとしおのこ
とと存じ、心からお慶び
申し上げます。
　私は大阪医科薬科大
学の医学部同窓会組織、
一般社団法人大阪医科大学仁泉会の理事長の安藤と
申します。このよき日に同窓会を代表として一言お祝い申
し上げます。
　諸君達は大阪医科薬科大学の映えある２期生ですが
大阪医科大学医学部の入学生としては７７期生となります。
　本学の前身は昭和５年に創設された５年制の大阪高
等医学専門学校で、西日本では最も歴史のある医学校

花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

祝辞
一般社団法人大阪医科大学
仁泉会理事長　安藤嗣彦

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

です。当時のアジア、南米への移民開拓団の人達の医
療を目的として設立されました。
　諸君達は長く苦しい受験地獄よりやっと解放され、ほっ
とされている事と思います。しかしながらこれからが医学
の道を極める第１歩を踏み出す時でもある事を肝に命じ
て下さい。
　その為には、今から授業を受け、本を読む習慣を身
につけて下さい。今の医学は日進月歩で常に新しい知
識を習得して下さい。又、同時に悩んでおられる患者さ
んの心の内を理解する心情豊かな精神の育成も必要で
す。まずはクラブ活動で同級生、先輩、後輩との友情
を築いて下さい。本学には種々の体育会系文科系のク
ラブがありますので是非入部して下さい。
　大阪医科大学は大阪薬科大学と統合後、従来の看
護学部も含め医療系の総合大学として船出しましたが、
今後更に他学部の造設も計画されています。又、大阪
医科大学創立１００周年事業としての新病棟（Ａ棟）も
完成し、本年７月には最新のＡＩ技術を駆使した診療、
研究が始まります。大学の建学の精神は至誠仁術です。
孔子・孟子の教えを噛みしめ、尊敬される医療人に成
長する事を願って、祝辞とさせていただきます。
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

祝・愛知医科大学　耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学講座教授（特任）ご就任！
内田育恵先生（学��期）

ご挨拶
文責／内田育恵（愛知医科大学　耳鼻咽喉科・
　　　頭頸部外科学講座教授（特任） 学39期）

　この度、２０２２年４月１日付けで愛知医科大学耳鼻咽
喉科・頭頸部外科学教授（特任）に就任いたしました
ので謹んでご挨拶申し上げます。仁泉会ニュースに就任
をご報告する機会をいただきましたこと、同窓生としてた
いへん光栄に存じます。
私は１９９０年に本学を卒業後、出身の愛知県に戻りまし
た。研修は、藤井聡太竜王の出身地としてニュースでも
しばしば取り上げられる愛知県瀬戸市の公立陶生病院
で行い、名古屋大学医学部耳鼻咽喉科学教室に入局
いたしました。同教室在籍中に、地域住民を対象とする
疫学研究、『国立長寿医療研究センター・老化に関す
る長期縦断疫学研究（Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｆｏｒ Ｌｏｎｇｅｖ－
ｉｔｙ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ － Ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ Ｓｔｕｄｙ ｏｆ Ａｇｉｎｇ：ＮＩＬ
Ｓ－ＬＳＡ）』のスタート準備が始まりました。ＮＩＬＳ－ＬＳＡは
１９５８年に開始された全米最長の疫学研究『ボルチモ
ア加齢縦断研究（Ｔｈｅ Ｂａｌｔｉｍｏｒｅ ｌｏｎｇｉｔｕｄｉｎａｌ ｓｔｕｄｙ 
ｏｆ ａｇｉｎｇ ：ＢＬＳＡ）』をモデルに、同一個人を長期間観
察して、生理的な老化の過程や老年病の発症要因を明
らかにするために日本で立ち上げられたプロジェクトです。
調査項目のひとつである聴覚部門担当の研究員として、
１９９７年調査開始直後から参加することとなりました。振
り返りますと、ここでＮＩＬＳ－ＬＳＡに携わる機会をいただ
いたことが大きなターニングポイントになり、‘聴覚学、耳
科学の加齢’ は、その後私のメインテーマとなっております。
疫学研究部からのご推薦で、長寿科学振興財団、感
覚器障害研究推進事業により、米国Ｏｒｅｇｏｎ Ｈｅａｌｔｈ 
Ｓｃｉｅｎｃｅｓ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙへ１０ヶ月間、派遣していただき、
バイリンガル被験者の日本語と英語の聴取能の調査や
‘医療としての補聴器適合’ を学び、名古屋大学耳鼻咽
喉科帰局後に学位を取得しました。
　２０１１年に愛知医科大学に赴任し、著名な耳科手術
医である植田広海教授（現名誉教授）のもとでご指導
を受けることができ、多くの耳科手術経験を積ませてい

内田育恵先生ご経歴 
1990年 大阪医科大学医学部卒業
1998年 Oregon Hearing Research Centerへ派遣
1999年 名古屋大学医学部耳鼻咽喉科文部教官助手
2010年 国立長寿医療研究センター耳鼻咽喉科医長／
 名古屋大学耳鼻咽喉科　非常勤講師
2011年 愛知医科大学医学部耳鼻咽喉科　講師
2015年 愛知医科大学医学部耳鼻咽喉科　准教授
2022年 愛知医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科
 教授（特任）

ただきました。たいへん恵まれた環境であったと思います。
　これまで母校の先生方には、折に触れてご指導賜り、
お心にかけてくださり、お引き立てをいただきました。こ
の場をお借りして導いてくださった多くの先生方に、心よ
り感謝申し上げます。引き続き温かいご支援、ご指導を
賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

祝・大阪医科薬科大学
一般・消化器外科学教室 教授ご就任！
李 相雄先生（学��期）

ご挨拶
文責／李 相雄　（大阪医科薬科大学
　　　一般・消化器外科学教室 教授 学44期）

　この度、２０２２年４月１日付で、母校である大阪医科
薬科大学一般・消化器外科学教室教授を拝命いたしま
した李相雄です。
　私は、平成元年に本学に入学し、学生時代はラグビー
部中心の生活を送っていました。平成７年に卒業後は一
念発起して、岡島邦雄教授が主宰されていた一般・消
化器外科に入局し、外科医として厳しく育てて頂きました。
平成１２年に北摂総合病院での研修を終えて帰学し、
谷川允彦教授が強烈な情熱で推進していた「低侵襲
手術」に初めて出会い、その後の私のキャリアの方向
性が定まりました。本日のよき日を迎えることができました
のもひとえに諸先輩方に賜りましたご指導のお蔭であると
心より御礼を申し上げます。
　今後は、若い医局員らと力強いスクラムを組み、「患
者さん、医局員とその家族、教職員、地域社会から、
信頼され、称賛される大阪医科薬科大学」を指針として、
診療・教育・研究に邁進する所存です。先生方にお
かれましては、今後ともご指導を賜りますよう心よりお願い
申し上げます。

李 相雄先生ご経歴 
1995年  3月 大阪医科大学 卒業
1995年  5月 大阪医科大学附属病院 一般・消化器外科
 臨床研修医 
1997年  4月 北摂総合病院 一般消化器外科 医員 
2000年  4月 大阪医科大学 一般・消化器外科 専攻医 
2002年10月 大阪医科大学 一般・消化器外科 助教 
2005年  3月 南松山病院 外科 医員 
2006年10月 南松山病院 外科 外科部長 
2007年  4月 大阪医科大学 一般・消化器外科 助教 
2013年  5月 大阪医科大学 一般・消化器外科 講師（准） 
2017年  8月 大阪医科大学 一般・消化器外科 講師 
2021年  6月 大阪医科薬科大学
 （兼任）医学教育センター 副センター長
2022年  4月 大阪医科薬科大学医学部外科学講座
 一般・消化器外科 教授

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

瑞宝中綬章

河﨑建人先生　（学部２５期）保健衛生功労

瑞宝双光章

古田浩太郎先生（学部１４期）学校保健功労

勘田紘一先生　（学部１５期）警察協力功労

旭日双光章

上原春男先生　（学部２１期）保健衛生功労

豊田秀三先生　（学部２２期）保健衛生功労

西岡昭規先生　（学部２３期）保健衛生功労

受 章 報 告

令和４年春の叙勲において下記の先生方の受章が判明いたしました。

母校として慶事でありますので、ここにご報告させていただきます。

受章・受賞の際は編集部にお知らせください
各地での喜びの受章・受賞等がございましたら、事務局あてに書面、新聞などをお送り下さい。
FAX、メールでのお知らせも歓迎いたします。本誌にて広く紹介させていただきます。　編集係

仁泉会事務局 TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

受 章 報 告

２０２２年５月１日（日）発行の
「日高新報」に
古田浩太郎先生（学 14 期）の記事が
掲載されました。

２０２２年４月２９日（金）発行の
「中国新聞」に
豊田秀三先生（学 22 期）の記事が
掲載されました。
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

　この度、２０２２年春の叙勲で、上原春男先生（学２１期）が旭日双光章［１，２］
を受章されました。大阪医科大学第三内科同門会として、ご報告とお祝いの寄稿を
させていただきます。
　上原春男先生は、１９７２（昭和４７）年に大阪医科大学を卒業後、当時の第三
内科（鷹津正教授）に入局されました。循環器内科を専攻され、１９８１（昭和５６）
年からは助手を務められました。また、研究面では、心筋細胞の微細構造に関する
仕事に携われて後進の指導にあたられました。１９８３（昭和５８）年からは上原医院
の院長として、地域医療にご尽力されてこられました。
　先生は、医師会の活動を中心として、数多くの公職を歴任されています。主要な
ご経歴としては、１９９２（平成４）年から京都府医師会の要職である理事を１０年間、
２００２（平成１４）年から副会長を８年間、２０１０（平成２２）年から監事を５年間務
められ、京都府の保健衛生に多大のご貢献をされました。また、その間、社会保険
診療報酬支払基金京都支部審査委員会副委員長、京都府国民健康保険団体連合会介護給付費審査会会長、京都府
医療審議会委員、京都府福祉審議会委員、日本医師会地域医療対策委員会委員など、歴任された公職は枚挙に暇が
ありません。
　さらに、特筆するべき一つとして、介護支援専門員の集まりである京都府介護支援専門協議会の設立に多大のご尽力
をされ、１２年間会長職を務められました。京都市介護認定審査会委員長、社会福祉法人京都府社会福祉事業団理事
も歴任されています。
　上原先生には、「患者さんにはいつも自分の親兄弟と思って接して、治療方針を考えること」という第三内科学教室の精
神を実践して我々後進をご指導いただきました。この度、先生が受章されましたことは、我々同門、後輩にとりまして大きな
慶びであり、誇りに存じます。心よりお祝いを申し上げますとともに、今後とも引き続きご指導を賜りますよう何卒宜しくお願い
申し上げます。

受 章 報 告

上原春男先生（学 21 期）が旭日双光章を受章されました
文責／寺﨑文生（学 31）、古林光一（学 21）、木野昌也（学 20）

＊旭日章は、明治８年に我が国最初の勲章として制定されました。
　勲章のデザインは、日章を中心に光線（旭光）を配し、鈕※（章と綬の間にあるもの）には桐の花葉を用いています [1]

1.https://www8.cao.go.jp/shokun/shurui-juyotaisho-kunsho/kyokujitsusho.html
2.https://www8.cao.go.jp/shokun/seidokaikaku/juyokijun.pdf

　平素より本教室の運営にご理解・ご協力いただき有
難うございます。
　２０２２年４月２３、２４日と本部北キャンパス看護部棟で
第１９回日本口腔ケア学会総会・学術大会、第２回国
際口腔ケア学会総会・学術大会が医学部口腔外科学
教室の主催で開催されました。
　学会テーマは「口腔ケア、次の扉を開けよう ! Ｏｐｅｎ 
ｔｈｅ ｎｅｘｔ ｄｏｏｒ、Ｏｒａｌ Ｃａｒｅ」でした。新型コロナ感染
拡大のためハイブリッド方式での開催でした。特別講演
には本学総合内科鈴木富雄教授に「コロナ禍の中で一
人の医師として思うこと」、大会長指名講演には京都大
学医学部口腔外科学教室の別所和久教授に「多職種
連携で周術期等口腔健康管理の次の扉を開けよう！ 」と
題して、海外特別講演には岡山大学副学長の浅海淳
一教授に「Ｏｖｅｒｓｅａｓ Ｄｅｎｔａｌ Ｃｉｒｃｕｍｓｔａｎｃｅｓ ａｎｄ Ｏｒａｌ 
Ｃａｒｅ」のご講演をいただきました。参加者は北海道か

令和４年度
第１９回日本口腔ケア学会総会・学術大会
第２回国際口腔ケア学会総会・学術大会

ら沖縄まででＷＥＢ参加を含めて１０００名を超えました。
講演数も４００題を超え、結果的には過去最高の演題数
となりました。ハイブリッド開催のため現地に参加された
方の数は限定的ではありましたが、大変に活気のある学
会であったと思います。
　近年の医療の中で多職種連携医療の重要性が注目
されています。口腔ケアも、最近の研究で手術後の誤
嚥性肺炎、糖尿病、循環器疾患などとの関連が知られ
るようになり、多職種連携医療の中での欠くことのできな
い医療の一つであることが周知されはじめていることを受
けてのことでしょう。この学会開催への仁泉会から多大
なるご支援を賜り、書面をもって学会のご報告と御礼とさ
せていただきます。

第１９回日本口腔ケア学会総会・学術大会
第２回国際口腔ケア学会総会・学術大会

大会会長　医学部口腔外科学教室　教授　植野高章
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

　滋賀県の人口は日本の人口の約１割です。縦１３ｍ横
１２ｍ重量７００Ｋｇの１００畳敷き大凧が有名な当東近江
市の人口はそのまた約１割で、約１１万２千人です。東
は紅葉で有名な鈴鹿山系から西はびわ湖まで帯状の地
域です。ひこにゃんで有名な彦根地域の南側にあたりま
す。
　平成１７年に近隣の１市４町が合併して成立し、翌年
には更に２町を加えました。それと同時に当医師会も合
併しました。しかしながら、医師会のＡ会員数は５６名で、
滋賀県の９郡市医師会の中で、会員の少ない方から２
番目です。
　人の面では、神戸大産婦人科の教授になられた寺井
義久先生は今年３月まで当医師会の会員でおられました。
ついでながら、小生の息子も貴病院に在籍しています。
　２代前の会長の小串先生は在宅医療で多職種参加
の「ＮＰＯ三方よし研究会」を立ち上げて、その会合に
は全国各地からもパラメディカルの人たちが現在も参加さ
れ、日本医師会第２回赤ひげ大賞を受賞されました。
　また、在宅看取りを鈴鹿山中で展開をしている花戸先
生は、しばしばＮＨＫテレビ等で紹介されています。

東近江医師会のご紹介

文責／東近江医師会 会長
　　　島田 徹（学 26 期）

特 別 寄 稿 　年に２、３回は病院の会議室をお借りして、持ち回り
で医師会定例会を開催し、各病院に勤務されている先
生方から講演を頂いて、病診連携の１事業としています。
　救急医療としては、昭和４６年から午後６時から午後
８時半までの夜間在宅輪番医制度を続けていて、近隣
病院への負荷の軽減を図っています。
　また、会員数が少ないにもかかわらず、昭和５３年よ
り休日急患診療所を構えています。外科系と内科系の２
医師体制でしたが、令和２年より内科・小児科医の１名
体制としています。
　在宅医療としては、当医師会内に「在宅医師連携の
会」を立ち上げています。かかりつけ医がやむを得ない
事情によって、「在宅看取り」の一時的休止をせざるを
得ない場合に備えて支援するため、１日～数日間、有料
予約制による臨時の主治医代行制度あるいは待機制度
を始めました。
　また、東近江市最大の病院である東近江総合医療セ
ンターは在宅部門を持たないため、当医師会と連携して、
「２人主治医制」を始めました。医療センター通院中で
ありながら、かかりつけ医を持たない患者様に対して、
訪問診療をする医師を紹介し、病院の主治医と在宅の
主治医との「２人主治医制」を組むことです。病院を
退院後に訪問診療を目的にかかりつけ医を紹介されるこ
とはよくあることですが、入院されていない通院中の患者
様にかかりつけ医を紹介するところがミソで、特にがん
患者様に喜ばれています。

令和４年５月２５日 記

　２０２２年５月１４日、ホテルオークラ京都にて京都仁泉会
総会並びに学術講演会が開かれました。コロナ感染拡大
のため２年間総会が開かれていませんでしたので３年ぶり
の総会となりました。蔓延防止等重点措置が解除されたと
はいえ感染はまだおさまってはいませんでしたので、リモー
トでも参加できるように準備はしておきました。幸い感染は
再拡大の兆候はなく対面での開催となりました。
　総会に先立ち学術講演会が
開かれました。講師は蘇生会
総合病院　腎臓内科部長・血
液浄化センター副部長の松田
拓久先生（学５０）に「腎臓
専門医が着目した日常診療にお
ける腎臓病の管理」というタイト
ルで講演していただきました。座長は松田先生の上司であ
る蘇生会総合病院副院長河野龍而先生（学３５）にお願
いしました。講演は腎機能の基礎から最新の治療にいたる
まで内容は盛りだくさんでした。とくにＣＫＤについては、４
つの治療目的を掲げられ、それぞれについて症例を挙げ
ながら説明されました。また、ＣＫＤ患者の血糖管理につい
ては、具体的な処方についても解説されました。講演後の
質問も多数あり、一問ずつ丁寧に答えていただきました。
　引き続き総会が開かれました。岩野正宏先生（学３５）
の司会で、まず６名の物故者に対し黙祷を捧げました。
その後議長に島田眞久先生（学１４）が選出され、議
事が進められました。

京都仁泉会
２０２２年度総会・学術講演会
文責／森本博子（学 24期）

第一号議案２０２１年度事業報告、
第二号議案２０２１年度決算報告、
第三号議案２０２２年度事業計画案
第五号議案２０２２年度予算計画案
すべて多数賛成で可決されました。

　また昨年急逝された松本恒
司会長（学２６）のあとを引き継ぐ
会長に河野龍而先生、その他
役員に新たに北岡治子先生
（学２８）、米林功二先生（学４０）、
岡本文雄先生（学４０）が加わら
れる次期役員人事の第四号議

案についても全員賛成で承認されました。
　総会のあと会場を移して、集合写真を撮影し、その後、
間隔を充分にとって情報交換会を開きました。岩野正宏
先生の司会でまず、昨年文部科学大臣表彰を受けられ
た上原従正先生（学１４）、春の叙勲で旭日双光章を受
けられた上原春男先生（学２１）に花束を贈呈しお祝い
をしました。そして新会長の河野龍而先生のご挨拶、
大藪博先生（学２２）の乾杯のご発声で会食を始めました。
新役員の先生方、今回初めて参加された先生方のご
挨拶と続きました。対面での開催は久しぶりでしたので
和気藹 と々した雰囲気で会食は進行し、副会長の寺村
先生のご挨拶で会はお開きとなりました。
参加者：内田 實・太田 稔（学１２）、上原従正・大澤 直・
島田眞久（学１４）、岡田勝彦（学１７）、吉川順介（学１９）、
尾崎信之・藤田きみゑ（学２０）、上原春男・岡田豊子（学
２１）、大藪 博・富岡 暉・舟木 亮（学２２）、田代 博（学
２３）、森本博子（学２４）、野田春夫（学２５）、蘆田 潔・
萩原暢子（学２８）、岩野正宏・河野龍而（学３５）、
寺村和久（学３７）、柏木元実（学３９）、岡本文雄・
米林功二（学４０）、山内宏哲（学４２）、宮田正年（学４３）、
塩見聡史（学４４）、松田拓久（学５０）、仁科尚人（学５２）

＜京都支部＞
　前支部長　故　松本恒司先生（学 26 期）
　　　　　　　　　↓
　新支部長　　　河野龍而先生（学 35 期）

＜中央区南支部＞
　前支部長　　　今川得之亮先生（学 22 期）
　　　　　　　　　↓
　新支部長　　　水田仁士先生（学 25 期）

支部長交代のお知らせ
あかつき会　学２４期
クラス会２０２２ in 京都
２０２２.１０.２３.日曜日、正午から
鴨川が見渡せる、ちもと、で。
詳細は後日お知らせいたします。
三年ぶりのクラス会、乞うご期待！
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

　令和４年５月１４日（土）ホテルグランヴィア大阪にて、
仁泉会大阪府支部連合会の支部長会が大阪府下支部
長２１名の参加をいただき開催されました。
　コロナ禍によって、この２年間は書面での開催でござ
いましたが、今年は対面で開催することができました。

　霜野良一会長のご挨拶の後、ご来賓として安藤嗣彦
仁泉会理事長よりご挨拶をいただきました。挨拶の中で、

仁泉会大阪府支部連合会
令和4年度支部長会開催報告

安藤理事長より大阪府は同窓生が一番多い地域であり、
仁泉会の活動を続けていくには先生方の活動が必要で、
こうして支部長会が３年ぶりに開催されたことは大変喜ば
しく、今後は各支部会の活動が再開されることを期待い
たしますと激励の言葉を頂戴いたしました。
　その後、令和３年度の収支決算及び監査報告、令
和４年度の事業計画、令和４年度の収支予算、次期
役員選任の５つの議案が承認され議事は全て終了いた
しました。議事終了後、出席支部長の自己紹介を行い、
多くの支部が今年は活動を再開されることが報告されま
した。
　大阪医大支部長の南敏明先生からは、病院長として
建設に携わっておられる新病院棟Ａ棟についてご紹介を
いただきました。
　最後に集合写真を撮影し、盛会裏に終了いたしました。

　令和４年５月１４日（土）に半年ぶりに大阪府連合会
の理事会が梅田のホテルグランヴィアで開催されました。
現理事全員の留任が決定し、私も会長として３期目を頑
張るつもりでいます。
　この２年間はコロナ禍のため、理事会も４回しか開催
されておらず、秋の学術講演会、支部長会、夏期懇親会、
新年会は開催されず、各支部総会も殆ど開かれていな
いようで、仁泉会の活動は停滞しています。
　最近は大阪府の１日のコロナ感染者数が３０００人前
後と多いのにもかかわらず、緊急事態宣言や蔓延防止
等重点措置も出ていないため、このゴールデンウィークは
大勢の人々で各地賑わっていました。希望的観測では
ありますが、今後はコロナと共存しながらの生活になると
思います。いろいろな催しも感染に注意しながら、再開
されていますので、仁泉会活動も元に戻るのではないか
と期待しています。
　さて今回の理事会では、会費の納入率が非常に悪い
ことが一番の問題であるとして取り上げられました。原因

仁泉会大阪府支部連合会の
活動について
文責／仁泉会大阪府支部連合会　会長
　　　霜野良一（学 28期）

令和４年５月１４日（土）
於：ホテルグランヴィア大阪

の一つは、大阪府支部連合会の存在を多くの先生方が
知らないからではないかと推測されます。会費納入率を
上げる為には大阪府支部連合会の認知度を上げること
が必要ということで、そのためにホームページを立ち上げ、
各先生方のプロフィールや新規開業の先生の紹介、お
よび大阪府連の活動内容を掲載しようという事になりまし
た。各支部長の先生方にはお手数をおかけしますが、
会費（年３０００円）納入率アップにご協力のほど宜しく
お願い申し上げます。
　また、活動が低調な支部は隣接支部と合同で会を催
すのも良いとの意見も出ました。（実際３地域では合同
支部会が開催されています）
　理事会後に行われた３年ぶりの支部長会には本部理
事長の安藤嗣彦先生、大学支部長で病院長の南敏明
先生が来てくださり、ご挨拶を頂きました。この場を借り
て御礼申し上げます。そして支部長の先生方も、お忙
しいなか出席して頂きありがとうございました。支部長の
先生方にもご挨拶頂きましたが、やはり、どこの支部で
も会は開催されていませんでした。
　現在、全国の仁泉会会員数は５５３２名で、うち大阪
府の会員数は２４４８名おられ約半数を占めています。
今後、各支部会で活発な活動が再開出来ることを切に
願っております。　　　　　　　　　　５月３１日　記

仁泉会大阪府支部連合会
秋季学術講演会の開催のお知らせ（第 1報）

仁泉会大阪府支部連合会の秋季学術講演会を開催いたします。
３年ぶりの開催となります。是非、今からご予定にお加えいただきますようお願いを申し上げます。
日時：令和４年１１月１２日（土）　午後 4時（予定）
場所：ホテルグランヴィア大阪及び Zoom
講師：大阪医科薬科大学　第３内科教授　星賀正明先生
共催：興和株式会社

霜野良一会長

安藤嗣彦理事長

TEL ／ 072-682-6166　FAX ／ 072-682-6636
e-mail ／ jimu@jinsenkai.net

仁泉会事務局
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

　いびつ
　ものの形が悪いことを「いびつ」と云う。
　「いびつ」とは炊いたご飯を入れておく「おひつ」
のことで、もともとは「いひびつ」と云っていたのが
省略されて「おひつ」になったのである。
　昔の「いひびつ」は円形でなく、楕円形であった。
　それで「円形でなく形がゆがんでいる」ことを意味
するようになった。

　おつむ
　「おつむ」とは頭を意味する。
　「おつむ」とは「つむり」をていねいに云った言葉で、
昔は「つぶり」と云っていた。
　「つぶり」とは「米粒」の「粒」のことで丸いと云
う意味である。それが頭が丸いところから頭を「つぶ
り」と呼んでいたが、長いあいだに「おつむ」に変化
したのである。

　三三五五
　「三三五五」とは、三人か五人位の少人数の人が道
を行く様子を云ったものであり、さほど大きな意味は
なく、「二二四四」とか「四四六六」ではいかにも語
呂が悪い上に、日本では昔から奇数が吉とされていた
からである。

　二の句が継げない
　「二の句が継げない」とは、あきれたり、驚いたり
して次の言葉が出てこないことを意味する。
　詩歌を声高くうたうことを朗詠と云うが、この朗詠で
難しいのは、第一の句から第二の句に移る時で、急に
高音となるので初心者にはうまく続けることが出来ずに
絶句してしまうことが多いところから生まれた。

　七面倒
　「面倒」の語源は「め（目）だうな」である。
　「だうな」とは「無益な」とか「目にするのも無駄」
という意味である。それがなまって「めんどうな」に

日本語の語源（３）

文責／西村 保（学 4期）

j i n s e n - p a r k

なり、当て字で「面倒」と書くようになった。
　「七」には大きな意味はなく、江戸弁特有の接頭語
として言葉に一種のスピードとリズムを与えるためと考え
られる。

　四の五の云う
　云い訳したり理屈をつけて仕事や勉強をさぼること
を意味するが、もともとは博徒の世界に由来する。
　丁半博打の賭場に優柔不断な博徒が居て、丁か半
かを決めることがなかなか出来なかった。このような
博徒に向かって「四の五のいうな」つまり「丁」か「半」
か早く云えという意味である。

　たとえ火の中、水の中
　この言葉は、どんなにつらく苦しいことでもいとわな
いと云う意味であるが、これは古く「万葉集」の中に、
ある女性がよんだ恋歌に由来する。

　まだら
　「まだら（斑）」とは、種々の色、または濃淡の色
が入りまざっていることを意味する。
　「まだら」の語源は仏教用語の「曼荼羅（まんだら）」
である。「曼荼羅」とは「仏教画」のことで、さまざ
まな色を使って描かれていることから生まれた言葉で
ある。

　ギザギザ
　日本の硬貨にはギザギザがあるものと、ないものと
がある。
　この「ギザギザ」は英語の gathers がなまった言葉
である。
　「ギャザー」は「ひだを寄せる」という意味で、こ
の「ギャザー」がなまって「ギザ」になり、更に重なっ
たのである。

　１回目から日が経ってしまい申し訳ございませんで
した。
　実は義父は２月１７日に大阪赤十字病院に入院し
てコロナと肺炎の治療を受け非常に良くしていただ
いてその後リハビリの為に阪南中央病院に入院中
で、主治医の先生は森本昌延先生です。
　コロナ禍においてお見舞いは一切出来ないと言
う事は理解しておりましたが実際家族が入院となり
顔が見れないと言う事がどれだけ心細いかと言う
事を実感しております。
　幸いお医者さん看護師さんには非常に手厚く治
療をしていただく事が出来順調に回復しているのが
非常に有り難いです。
　義父の思い出は赤十字病院で働きながら神戸
大学に通って基礎研究を非常に忙しい中やっと論
文としてまとめあげました。
　しかし昭和の中頃でまだ敗戦の色が濃く残る頃
です。
　上下関係が非常にきつく折角書いた論文を教授
は机の引き出しにしまったきりで一体いつになったら
投稿出来るのか分からないと言う日々 が続いていま
した。〔今の様に簡単にコピーもできないし、ｃｏｍｐｕｔ-
ｅｒに原本保管と言う時代でもないです。オリジナル
は一つだけ、それが教授の机の引き出しにしまわ
れているのです）
　何事にもせっかちな義理の父はこのような理不尽
な目にあって日 も々やもやとした思いをしながら日々
患者さんの診察にあたっていました。
　ある日良い考えを思いつきます。
　” 先生、先日書き上げたと思ってお渡しした論
文ですが少し訂正したいところがある事が分かりま
した。申し訳ないですがもう一回手元に戻していた
だく事は出来るでしょうか？”
　教授は言います。
　” それなら仕方がないね。早く訂正してまた自分
のところに持ってきなさい。実は君の論文はまだ目

高医 16期卒前田義雄先生について
第 2回

文責／西野精治（学 31期）

j i n s e n - p a r k

を通す時間がなくて全く見ていなかったので訂正が
必要と言う事も気がついていませんでした。ちょう
ど良かった”
　（はっきり言って若い研究者の事をどう思っている
のでしょう？時間との闘いで日々生活していたと言う
のに何と言う言い草でしょうか？）
　そう言っておもむろに引き出しから論文を取り出し
てくれました。
　義父はやっと引き出しから取り出せた自分の論文
をそのまま教授にも見せずに投稿したそうです。
　その後どのようなやりとりがあったのかはまだ詳し
く聞けていませんがあっぱれと言うか破天荒と言う
か今の義父を非常に良く表している出来事だと思
いました。
　義父は昭和３３年に博士号を授与されています。
その時に生まれた次女に博子と言う名前をつけ博
士号がとれた事は非常に喜ばしい義父の人生の一
つとなっています。
　それから赤十字病院泌尿器科で長く働く事にな
ります。今と違ってこの病院はどこの大学系と言わ
れ部長になるにはｘｘ大学を卒業していなければい
くら実績をあげても無理と言う時代でした。
　そこでも義父は赤十字病院始まって以来の大阪
医大卒で部長となります。
　その時のいきさつはまた次の回に書かせていた
だきます。
　この文章が仁泉会の会報に載りその頃は退院し
て一緒に原稿を見れる事を望んでいます。
　前田先生早く良くなって下さいね。
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

新 聞 切 抜

２０２２年４月２９日（月）発行の「読売新聞」に川西昌浩先生（学 37 期）の記事が掲載されました。

続・キリン一番ものは使いよう

まんが56
裏 紙 　 ポ ン 太 　 週 一 （学 �� 期）”

”



編 集 部 よ り

会費納入のお願い

原稿募集のお知らせ

年会費
令和４年度　10，000 円
令和３年度　10，000 円
令和２年度　10，000 円
納入のご協力をよろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　事務局　会計係

仁泉会ニュースの原稿を募集しております。日々の診療
で感じられた事、研究報告、趣味のお話やクラス会や支
部会のご報告なんでも結構です。
ご投稿お待ちしております。
●53 巻 5 号（令和 4年 9月 1日発行）
　締切　令和 4年 7月末日
●53 巻６号（令和４年１１月 1日発行）
　締切　令和 4年９月末日
●送付先：仁泉会事務局　〒569-8686　高槻市大学町 2-7
E-mail：jimu@jinsenkai.net　　FAX:072-682-6636
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

ＰＡ会総会に安藤理事長が出席されました
　令和４年４月１６日（土）午後３時から令和４年度ＰＡ会総会に安藤理事長が出席されました。新入
生の保護者の皆様へご入学のお祝いを述べられた後、仁泉会の諸活動についてのご説明をされ、在学中
からの積極的な同窓会活動への参加とご入会をお願いされました。

高医１８期　島田泰明先生

令和４年４月１１日老衰の為ご逝去（９５歳）。
昭和２４年卒。
卒業後、京都大学医学部解剖学教室に入局され助手
としてお勤めになりました。昭和３１年４月より母校第二内
科にご勤務、昭和３３年４月より武庫川病院にて副院長
をお務めになられた後、昭和４４年１０月に島田医院をご
開設、平成１５年５月には医療法人泰志会島田クリニッ
クを開設され、地域医療に貢献されました。
ご遺族　二男　哲志様

学部２期　谷川篤朗先生

令和４年３月２５日食道がん、肺炎の為ご逝去（９３歳）。
昭和２８年卒。
国立大竹病院にて内科医としてお勤めの後、医療法人
谷川内科医院をご開業になり、地域医療に尽力されま
した。
ご遺族　妻　弓子様

学部４期　東 英雄先生

令和３年５月５日肺炎の為ご逝去（９２歳）。
昭和３０年卒。
藍野病院精神科に勤務されました。
ご遺族　妻　博子様

学部７期　寺井 晉先生

令和４年４月１０日心房粗動による脳梗塞の為ご逝去
（９０歳）。昭和３３年卒。
昭和４１年より東近江市に寺井産婦人科院をご開業にな
り、５０年以上にわたり近隣の小学校、幼稚園の学校医
をお務めになられました。また、その間小学校に図書を
寄附されるなど、地域医療に貢献されました。平成５年
に厚生大臣表彰を、平成８年に文部科学大臣表彰を受

けられ、平成２６年には瑞宝双光章を受章されました。
ご遺族　長男　義人様

学部１０期　辻 市太郎先生

令和４年３月２５日ご病気の為ご逝去（８９歳）。
昭和３６年卒。
卒業後、母校産婦人科に入局されました。昭和３８年よ
り県立出雲中央病院にてご勤務の後、昭和４３年に京
都市にて産婦人科医院をご開業になり、平成３０年に自
宅療養の為閉院されるまでの長きにわたり地域医療に尽
力されました。
ご遺族　妻　かよ子様

学部１６期　小島幸雄先生

令和４年４月１６日老衰の為ご逝去（８２歳）。
昭和４２年卒。
寝屋川市にて協立クリニック（整形外科）を開設され、
地域医療に尽くされました。
ご遺族　妻　二美子様

学部１９期　宮宗慎吾先生

令和３年１１月１２日呼吸不全（器質化肺炎）の為ご逝
去（８０歳）。昭和４５年卒。
卒業後、母校第一外科に入局され、昭和５１年３月から
昭和５３年３月まで助手として勤務されました。昭和５３
年４月～昭和５５年３月安藤医院でのご勤務を経て、昭
和５５年４月に伊丹市にて宮宗医院を開設されました。
平成１２年１１月に医療法人社団慎正会を設立され、理
事長にとして地域医療に貢献されました。
ご遺族　妻　照恵様

学部１９期　山本恭愛先生

令和４年２月１０日下行結腸がんの為ご逝去（８７歳）。
昭和４５年卒。
神戸市西区にて山本内科医院をご開業になり、地域医
療に尽力されました。
ご遺族　妻　真理子様



　令和４年４月２日に、大阪医科薬科大学の入学式が
執り行われました。学長佐野先生と当会理事長安藤先
生の祝辞を掲載いたしました。仁泉会諸兄姉も、かつ
ての美少女、美少年であった頃を思い出しておられるで
しょうか。希望に胸膨らませておられたことでしょう。小
筆にとってもウン十年前のことです。当時の祝辞はよく覚
えておりませんが、神峰山でスキヤキをごちそうになった
ことはしっかり記憶しています。当時から、食い意地だ
けは張っていたようです。
　さて、母校の名称が変わってから一年余りになります。

今回の新入生は第２期になります。また、５月２９日の仁
泉会総会において、当会の名称が「大阪医科薬科大
学　仁泉会」に変更されました。会員資格は医学部在
籍、卒業者と特別会員の医師のみで変わりはありません。
今後も会員のお役に立てる組織であればと思っていま
す。
　母校では、新病棟の半分が完成して、これから後半
の工事が始まります。安満遺跡隣接の地にはあらたに
薬学部キャンパスができる予定です。名称が変わり、一
抹の寂しさを覚えますが、今後母校の益々の発展を期
待したいと思います。

（治）
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花細し春。皆さんご
入学おめでとうございま
す。心より歓迎いたしま
す。
さて、ここに皆さんが
入学する大阪医科薬科
大学は「至誠仁術」を
学是として、令和３年
４月２日に大阪医科大学
と大阪薬科大学の統合
によって成りました。皆さんは、大阪医科薬科大学の二
期生です。大阪医科大学と大阪薬科大学はそれぞれ
一世紀前後の歴史と伝統のある大学で、皆さんがいま
在籍する大阪医科薬科大学はその歴史と伝統の合流
点にあります。それぞれの大学の学部の歴史や伝統の
一端が、大阪医科薬科大学の School of Medicine, 
School of Pharmacy, School of Nursing に繋がって
おり、皆さんが良き伝統を受け継いでくれることを希望し
ます。
この大学統合は、多職種連携教育の必要性を見据
えて、互恕を以って成し遂げられました。「互恕」の「恕」
というのは「女」偏に「口」、その下に「心」と書く「恕」です。
この「恕」は、孟子の云う「誠」あるいは孔子の云う「仁」
の表れともいいます。言い換えると「恕」は「徳」を目
指す人が現す「思い遣り」というほどの意味です。皆さ

んが縁あって入学した大阪医科薬科大学は「誠」と「仁」
に基づく「恕」が体現された大学だといっても過言では
ありません。皆さんは、この歴史的な大学統合の深い
意味を知り、誇りをもってください。その誇りとは、皆さん
の母校である大阪医科薬科大学の価値を皆さん自身が
見出す、あるいは創り出すことによって生まれます。
さて、皆さんが入学した大阪医科薬科大学の学是、

「至誠仁術」の「誠」とは孟子が述べた概念で、「人
の理想的な生き方」のことです。孔子が説く「仁」、す
なわち「人の理想的な在り方」を受けたものだと言われ
ています。「誠」は人には為し得ない理想的な生き方で
はありますが、常に「誠」を求め続けること、すなわち「誠
に至ろうとする姿勢」が大切であるというのです。その
姿勢というのは、一足飛びに「誠」に至ろうとするので
はなく、日々 の生活の中で小さな目標を置いて、一つ一
つの目標を達成しながら「誠」を目指さなければなりません。
昨日施行された民法第四条の改正によって本年に成
年に達する学部新入生の皆さんは、受験という子供の
世界を離れ、医療人を目指して、名実ともに大人として
選んだ医学・薬学・看護学それぞれの学問について、
「至誠仁術」を学是とするこの大阪医科薬科大学で、
勉学に励むことになります。医療人となるためには
Bachelor（学士）の学位を得て、国家試験に合格しな
ければなりませんので、それが一つの重要な目標です。
その目標を達成出来たら、次は皆さんが描くより良い医

療人を目標にして、研鑽することになります。大学院の
入学生の皆さんは、PhD、Doctor of Philosophy（博士）
あるいは Master（修士）の学位を得て、よりよい医療
人や学者を目指さなければなりません。
皆さんは初等・中等教育において、標準的なものの
考え方やものごとを考える上で必要な知識を身に着けて
きました。皆さんが大学に入学して学ばなければならな
いのは、医学・薬学・看護学それぞれの標準的な知
識と考え方です。また、患者さんはそれぞれに異なる考
え方・体質・環境・背景をもっており、その患者さんに
標準的な考え方や知識を杓子定規に当てはめることが
できないことを体験し、ではどうすればよいのかを研究す
る力を身につけて下さい。また、Master を目指す大学
院生は単に専攻分野の研究をするのではなく、科学の
総体の中に専攻分野の学問を位置づけることができるよ
うになって下さい。さらに、PhD を目指す大学院生は、
単に専攻分野の研究ができる Doctor of Medical 
Science、Doctor of Pharmaceutical Science、
Doctor of Nursing Science に留まることなく、人間世
界の中に専攻分野の学問を位置づけ、物事を考えるこ
とができる真の Doctor of Philosophy、すなわち真の
博士となって下さい。
「Bon sens はいかなる人にも平等に備わっている」と
１７世紀の哲学者デカルトは唱えました。この「Bon 
sens」とは、「良識」とか「正しい判断力」などと訳さ
れていますが、私は「物事を筋道立てて考える力」の
ことだと考えています。彼は、この力を用いれば、善に
も悪にも至ることになると説いています。すなわち、善良
な前提のもとで筋道立ててものごとを考えればその結果
は善となり、邪悪な前提のもとで筋道立てて考えればそ
の結果は悪となるというのです。では、その前提とは何
なのでしょうか。それは「誠に至らん」「仁たらん」とす
る姿勢ともいえる教養であります。

教養とは、本学校法人の目的にある「国際的視野に
立つ」という言葉に譬えられるように「ものごとを幅広く
見て理解すること」です。生涯にわたって教養を養い続
けることができるように、学課程内あるいは課外でできる
限り教養を培う努力をしてください。
大学あるいは大学院の学びの中で、「誠」に至ろう、

「仁」なる技を磨こうとするときに、常に意識して欲しいと
願うことがあります。それは先ほど述べた「誠」や「仁」
の現われである「恕」です。この２年あまりの間、通常
の医療を含めた医療提供体制を守ることを目的として、
すべての人々に様々な制約が課せられてきました。その
制約によって精神的、経済的に窮地に追い込まれる人々
がいることに目を向けてください。皆さんには、広く社会
を見渡し、それらの人々への「恕」をもって自らを律して
いただければと願っています。そして、「恕」をもって新
型コロナウイルスが定着する Society5.0 におけるニュー
ノーマル、新しい価値を創り出してください。
皆さんが、価値を発見するために、価値を創り出す

ために、何かを求めて迷ったとき、私たち教員に遠慮な
く相談して下さい。できる限りのお手伝いをします。また、
学問だけでなく、生活面でも困ったことがあれば遠慮なく
相談してください。私たちは皆さんとともに考えます。私
の自慢は、大阪医科薬科大学には、皆さんとともに考え
ることができる優秀な教員や職員がいるということです。
皆さんの相談を受けて、皆さんと一緒に考えることによっ
て教職員も学びを深めます。大学は、教員が一方的に
学生に学問を教授するところではなく、学生とともに教員
や職員が価値を見出し、価値を創り出すところであるこ
とを今一度確認したいと思います。
結びに、on site あるいは on webでご参会の皆様の

ご多幸を祈念し、ここに、入学を宣誓した皆さんが、大
人として心新たに勉学に励むよう希望しつつ、大阪医科
薬科大学での学びについてお伝えし、式辞といたします。

著者／二宮敦人

　この本は患者を救うために治療を最後まで勧める医者と、余命
を告知し死を選ぶ権利を大切にする医者、患者のためになるのは
何かを迷いながらも模索していく医者の三人それぞれが末期患
者さんに対してどのように向かい合っていくかを描いた作品であ
る。そして終末期の患者さんがどのように最後をむかえるまで生き
きったのかを描いた作品でもある。この物語上での医療行為に関
して言えば誤った医療行為を行っている場面も見受けられたた
め、作品上の医療行為はフィクションであることを念頭に置いて
欲しいと感じたものの、その上でどのように生き、そしてどのように
死んでいくのかということを考えさせられる作品であると感じた。人
生について深く考えるいい機会になるのではないだろうか？　　

医学部４回生　文芸部　シンジ

改称に伴う経過措置について
　平素は大変お世話になっております。本年度の総会におきまして弊会は「大阪医科大学仁泉会」から「大阪医科
薬科大学仁泉会」へ名称変更されることとなりました。
　現在、法人名変更登記をはじめ、金融機関への名義変更手続きを順次行っております。しかしながら変更が全て
完了するまで今しばらくのお時間をいただきたくお願い申し上げます。
　名義変更等が完了するまでの期間は領収書や請求書に記載される口座名義などは旧名称を使用する場合がご
ざいますが、ご理解ご協力の程何卒よろしくお願い申し上げます。

大阪医科薬科大学仁泉会　会計係

『最後の医者は桜を
見上げて君を想う』


